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1 南面大垣 の調査

はじめに

平城宮跡発掘調査部では、平城京の条坊の解明、南面大垣 とこれに開 く門の復

原整備等にともない、平城宮南辺部で これまで数次にわたり発掘調査を行なって

きた。第 32次・ 第 32次補足・ 第 130次 。第 143次・ 第155次 の各調査では、南面

大垣及び平城京条坊遺構を調査 し、第16次・ 第 122次・ 第133次 の各調査 では、

南面大垣とこれに開く朱雀・ 壬生 。若犬養の諸門を調査 した。今回は、壬生門 と

その東西に取 り付 く南面大垣の復原整備に先だって、南面大垣に関する遺構 と二

条大路南北両側溝の残存状況の確認、南面大垣に関する詳 しい資料の獲得を目的

として、第 122次―壬生門―調査 区の東西に接す る位置 に第 165次・ 第167次 の

両調査区を設けて行なった。なお第 167次調査区の東北部 は第122次 調査西拡張

区と重複する。

A 壬生門東地区 第165次

遺  構

検出した主な遺構には、南面大垣、二条大路、 2条 の宮内道路、壬生門内東官

行がある。

1 南面大垣 SA1200

南面大垣 SA1200は、大垣本体の版築築上部分、犬走 りの積上部分か らなる。

大垣本体に接す る位置 には溝状遺構 SX l1957・ 11958が あ り、犬走 り部 分 には

掘 込 み地 業 SX 9494・ 9495、 及 び東 西 柱 穴 列 SS 9496・ 9497・ 11645A・ 11645

B・ 11647A・ 11647B・ 11955・ 11956・ 9489・ 11952・ 11954、 東 西 溝 SD

9488・ 11945が ある。 また南面大垣南の嬬地部分で は東西柱穴列 SS l1950・ 114

951を 検 出 した。
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大垣本体の版築築土は、調査区中央の東端より西端まで約75mに わたり検出 し、

旧市道の高まりがそのまま大垣の築土で、基底部の幅は約2.7mあ り、最高約 0。 8m

まで残存している。大垣本体は、地山上に0.2m前後の厚さで黄灰白色粘質土をもっ

て整地を行なったのち、整地上を約2.7m幅で0,lmほ ど浅 く掘り込み、バ ラス混 り

の黄褐色砂質土と暗茶褐色粘質土とを 2～ 10cmの 厚 さで互層に撮き固めて築いて

いる。調査区中央で大垣を断ち割 ったところ、大垣本体の基底部を築 くために行

なった浅い掘 り込みの南北両端に内接 して後述する堰板の抜き取 り痕跡を確認 し

たが、南端では堰板の抜き取 り痕跡が大垣本体の築上で覆われ、その南側面が上

を覆 う築上の南側面と揃い、堰板抜 き取 り痕跡の上端は犬走 り積土上面 とほぼ合

致する状況を示 し、また堰板抜き取 り痕跡上端を境 として上下の築上に顕著な相

達は認められなかった。大垣本体基底部のこのような状況は、現在残 る大垣本体

の築上が 2時期にわたることを示すのか、大垣本体の版築の工程差を示すのか、

いずれかと考えられる (第 2図 )。

溝状遺構 SXl1957・ 119581よ 、幅 5～ 20cm、 深 さ20～ 30cmあ り、犬走 り積土

と同じ黄白色粘質上で埋められ、水流の痕跡はない。大垣本体の南 と北に接する

ことから、大垣版築のための堰板を抜 き取 った痕跡 と考え られる。

犬走りの積土は、東端部を除いて良好に残存 している。大垣北側の積土は幅約

3m、 厚さ約0.4m、 南側の積土は幅約 lm、 厚 さ約0.4mそ れぞれ残存する。なお、

S5「83

攀轟議1地 山  韓彗導1整地土  Ⅲlll大走 り積 土

第 2図 南面大垣断面図 (第 165次 調査 1:40)
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犬走り部分にある下層遺構の検出は、積上の残存状況が良好であるため、調査区

の東西両端及び中央部の三個所に限って実施 した。

掘込み地業 SX9494・ 9495は 、犬走 り積上の下面で検出 した。後述す る東西柱

穴列SS9496・ 9497を 避 けるように地業を行なっていることか らみて、 SX 9494・

9495は、SS9496・ 9497の柱がたてられてのちに施行されたと考えられる。

東 西柱 穴 列 SS 9496・ 9497・ 11645A・ 11645B・ 11647A・ 11647B・ 11955。

11956・ 9489・ 11952。 11954は 、 大垣 本 体 の南 と北 に沿 うSS 9496・ 9497、 S

S l1645 A・ 11645B・ 11647A・ 11647B及 び SS H955。 11956と 、 大 垣 本

体からやや離れるSS9489・ 11952・ 11954と に大別できる。

SS9496。 9497は、犬走 り積土上面で柱痕跡または柱抜 き取 り穴、犬走 り積土

下面で柱掘形をそれぞれ確認 した。柱間寸法は1.8～ 3mと 不揃 いである。 SS

l1645A・ Bと SS l1647 A・ Bは 、 柱 掘 形 を犬 走 り積 土 上 面 で検 出 した。 SS

l1645。 11647は 、既に第155次 調査で検 出 しているが、今回の調査で は重複関

係があることを確認 し、 A・ B2時 期あることが判明 した。SS9496。 9497と ほ

ぼ同 じ位置にあり、重複関係か らSX9494・ 9495、 SS9496。 9497よ り新 しくなる。

柱間寸法はいずれ も1,1～ 3.9mと 不揃いである。 SSl1955は、大垣南側の犬走 り

積上下面で検出 した。掘込み地業SX9495と は重複があり、SX9495よ 'り 新 しい。

大垣北側で もSS l1955に 対応す る可能性のある東西柱穴列 SSl1956を 検 出 した

Y

峰 _T_______―
――――
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が、部分的検出にとどまり、性格 も不明である。以上 3種の住穴列の うち、 SS

9496・ 9497は 大垣築 成 時 の堰 板 を留 め る添柱 穴、 SS l1645 A・ Bと SS l1647

A・ Bは 大垣改修時の添柱穴の可能性 があ るが、 SS l1955・ 11956に つ いて は

性格が明らかではない。

SS9489は後述する東西溝 SD 9488A埋 土下面で検出 した。大垣の北 1.8mに 位

置 し、柱間寸法は今回検 出 した 3間 分については 3m等 間である。SS l1952は

大垣の北2.4mに あり、22間分を検出した。柱間寸法は2.4～ 3,9mと 不揃いである。

SSl1954は 大垣北2.7mに あり、調査区東半で 6間 分を検 出 した。柱間寸法 は 3

m等間であるが、浅い小穴 (径 10～ 20 cm、 深さ10cm)で ある。なお、南側の犬走

り積土上を補修にかかると考えられるバラス混りの暗黄褐色粘質上が覆っており、

その上面では東西柱穴列SSl1953を検出 した。大垣か らの距離 は約0.5m、 柱間

寸法は2.4m等間で、20間 分を確認 した。いずれも小さな浅い穴 (径 10 cm前 後、深

さ 5～ 10cm)で 、打ち込みによる杭跡の可能性がある。

婦地部分にあるSSl1950は 、大垣の南3.6mに あ り、11間 分を検 出 した。柱 間

寸法は2.4～ 4。 4mと 不揃いである。 SSl1951は 、大垣 の南 2.4mに あ り、大垣 を

狭んで SS l1952と 同 じ位置 となる。以上 6条 の柱穴列 の うち、 SS 9489は 大垣

築成時の屋根 を葺 くための足場穴、SSl1951・ 11952は 大垣 改修 時の足場 穴 と

考え られ るが、 SS l1950・ 11953・ 11954に つ いては部分的に検 出 しただ けで、

性格は明らかではない。

東西溝SD9488は 、大垣の北1.4mに位置する幅約0.8m、 深 さ約0.5mの 素掘 りの

溝で、犬走 り積土上面で検出 した。埋上の相違か らA・ B2時期あることを確認

したが、A・ Bいずれの時期の溝 も埋土は犬走り積土に類似 した黄白色粘質上で、

全く遺物を含まず、短期間に埋め られた可能性が強い。南面大垣築成当初の北雨

落溝 と考え られ る。東西溝SD l1945は 、大垣を狭んで南 にSD 9488と ほぼ同 じ

距離で検出した。幅約0.8m、 深 さ約0,3mの 素掘 りの溝である。検出面はSD 9488

と異なり、犬走 り積上下面で、掘込み地業SX9494よ り新 しくな る。埋土 は大垣

基底下の整地上に類似 した土で、遺物を全 く含まず、短期間に埋め られている。
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第 3図 南面大垣 (壬生門東地区)発掘遺構図 (色は犬走り積上下面で検出した遺構 1:300)



以上、今回の調査で検出した南面大垣に関する遺構を整理すると、大垣築成時

の遺構 と して SX l1957・ 11958(堰 板 抜 き取 り痕 跡 )、 SS 9496・ 9497(堰 板

の添柱穴 )、 SX9494・ 9495(l■ 格 不 明 の掘 込 み地 業 )、 SS 9489(足 場 穴 )、

SD 9488(北 雨落溝 )、 大垣築成の短期間に掘 られ埋 め戻 された性格不 明の SS

l1955、 SD l1945が あ り、大垣 改 修 にか か わ る と考 え られ る遺 構 と して SS

l1645A・ Bと SS l1647 A・ B(堰 板 の 添 柱 穴)、 SS l1951・ H952(足 場

穴)、 そのほか時期・ 性格不明なが ら大垣の改修 にかかわる可能性のあるSSll

950・ SSl1953・ SSl1954、 に分類できる。

従来の発掘知見も考慮すると、南面大垣の築成の様相がかなり明らかとなるが、

一方大垣改修の問題 も重要である。今回検出 した大垣の改修にかかわると考え ら

れる遺構のなかで、改修のための堰板を留めた添柱穴 と考え られる柱穴列が 2時

期あるのに対 して足場穴は 1時期 しか確認 されていない。 したがって、 2度想定

できる改修のうち 1度 は大垣本体築上の褐き直 しにとどまらず、屋根について も

葺き替え等が行なわれた全面的改修であった可能性が考え られる。先に調査区中

央での大垣断面の様相について、①築土そのものに時期差がある場合、②版築の

際の工程の差である場合、のいずれかであろうと述べた。①の場合、現在残る犬

走り積土・ 堰板抜き取り痕跡・ 同痕跡より下方の本体築土は当初の築成によるも

ので、改修の際に犬走り積上の上面にあわせて本体の築上を削 り取 り、その上に

改めて0.lmほ ど南へ寄せ版築 し直して本体を築いたことになり、南面大垣の全面

改修を想定することになる。一方、②の場合、工程の差に基づ くものと解すると

南面大垣築成の過程を次のように考えることになろう。整地土の上か ら浅 く掘 り

込み、掘り込みの両端に堰板を据えて添柱をたて、内側で大垣本体の版築を行な

う。次いで堰板を据え添柱をたてたままで犬走 りの積土を行ない、のち堰板を抜

き取りその痕跡を埋める。そ して犬走 り積土上に改めて堰板を据えて版築を行な

い本体を築 く。①と②はいずれ も十分に可能性があるものの、 ともに難点が全 く

ないわけではない。例えば①の場合は先に指摘 したように築土に顕者な差異が認

めにくいことがあり、②の場合は複雑な工程を踏んで大垣本体を築いた理由が明
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らかではない。 しかし、先に記 した添柱穴・ 足場穴の検出状況をも考慮すると、

南面大垣築成当初からその廃絶までの長期にわたり全 く改修が行なわれなかった

とは考えがた く、①の可能性が強いと思われる。

2 二条大路 SF9440

南面大垣の南で二条大路 SF 9440と その北側溝 SD 1250を 検 出 した。 SF 9440

は、その北側溝のみを検出するにとどまったため路面幅を確認できなかった。路

面には全 く舗装は認め られなかった。 SD1250は 南面大垣か ら南約 8mに ある。

幅約3.5m、 深さ約0,9mの素掘りの東西溝で、北岸の所々には掘削当初の護岸のた

めの杭が0.3～ 0。 5m間隔で打ち込まれていたが、 シガラミは検出できなかった。

堆積土は大きく5層 に分けられ、各層か ら多量の瓦
。土器が出上 したが、なかで

も最下層の暗青灰色砂質土 とその上の暗灰色粘質土層か らは木簡
。木製品が出土

した。調査区西端の二条大路北側溝南岸には井戸SE l1940が ある。掘形 は一辺

約1.2mの 隅丸方形を呈 し、井戸枠は一辺75cmの方形で、横板組の側板 1段 を検出

した。底部には直径65cm、 深さ30cmの 曲物を埋設 している。また二条大路北側溝

南北両岸 の壁面で 2条 の旧流路 SD l1930・ 11935を 検 出 した。 SD l1930は 幅

約 lm、 深さ約0.7mの 斜行する流路である。SD l1935は 幅約 2m、 深 さ約 0。 7m

の南北流路で、堆積土は大きく 2層 に分かれ、下層か ら弥生時代前期の壷小片が

出上 した。

3 宮内道路SF1761・ 11960

南面大垣の北で宮内道路 SF 1761と その南北両側溝 SD4100・ 9480を 検 出 した。

SF1761は 厚さ20cm前後の整地によって路面を造り、南 と東にやや傾斜 している。

SD4100は 、大垣の北約3.5mに ある幅約 1.5m、 深さ約0.5mの 素掘 りの東西溝で、

堆積上の相違か らA～ Cの 3時期に区分できる。最 も古いA期 の溝幅は約 2m、

B期は約 1.2m、 C期 は約 2.5mあ る。C期 の溝を中心 として多量の瓦が出上 した。

なお、A期 の溝の堆積上下面で、平城宮土器編年 Ⅱの上器を出上 した土壊 SK 12

060を検出 した。SK 12060は 南北長約 1.3m、 東西長約2.5m、 深 さ約 0.4mあ る。

SD 9480は 、 SD 4100の 北約7.5mに ある幅約 lmの 素掘 りの東西溝である。 SD
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9480と 同 じ位置には後述す る壬生門内東官行の南面築地 SA 12000が あ る。 SA

12000が SD 9480を 埋め戻 しその上 に構築 されたため に、 SD 9480は 調査 区の西

北端で部分的に検 出 したにとどまる。後述す るご と くSA 12000が SA 4100 B・

Cの 時期 と相応す ることか ら、 SD 9480は SD4100Aに 対応す ると考 え られ る。

SD 4100の 北 3mの SF 1761路 面 上 に は東 西 柱 穴列 SX 12035・ 12036が あ る。

築地 SA 12000か らの心 々距離 は と もに約 3.9mで 、 SA 12000に 開 く門 SB 12003

か らはそれぞれ東1.4mと 西1.8mに ある。築地を利用 したさしかけか柵であろう。

このほか、SF 1761の 路面上では、南面大垣や壬生門内東官行の造営 に関連 して

掘 られたと思われる奈良時代の上壊を多数検出 した。そのなかで特に注目される

のは SX 12035近 くで検 出 した土 壊 SK 12050で あ る。 SK 12050は 一 辺 約 lm、

深さ約1.2mの 隅丸方形を呈 し、埋上の最下層から木屑 。加工木片や木簡・ 木製品な

ど比較的多 くの造営関係遺物が出上 した。後述する南北溝SD 12040よ り新 しい。

後述す る壬生門 内東官衡の東面築地 SA 12001の 東 2mで 南北溝 SD l1970を

検出した。幅約 2m、 深さ約0.5mの素掘りの溝で、南流 してSD4100に 合流する。

堆積上の相違か らA～ Cの 3時期 に区分で き、 SD l1970 A・ BoCは それぞれ

SD 4100 A・ B・ Cに 対応す る。 SD l1970の 東 5mに は第 155次 調 査 で検 出 し

た南北溝 SD l1620が あ る。 SD l1620は A～ Cの 3時 期 に区分 で き、 SD l1620

A・ BoCが それぞれ SD4100A・ BoCに 対応す ることか ら、 これ ら 3条 の溝

が設 け られた当初か ら廃絶 まで の間、 2条 の南北溝 SD l1970と SD l1620と の

間には幅 5mの 空間が存在 した ことになる。 この空 間 は、 SD l1620。 11970を

東西両側溝とする宮内道路SF l1960と して機能 していたと推定される。

4 壬生門内東官衝

調査区の北辺で、今回新たに築地塀で画された官衛の存在を確認 した。遺構の

重複関係や検出状況か ら大きくA・ B2時期に分かたれる。B期 は、 さらに、官

行内部にある重複関係を有する多数の溝が官衛内部か ら南流 して流入す るSD41

00と の関係から、 Bl・ B2の 2小期に区分することができる。

A期  乙の時期 の遺構 には、 コ字状 の玉石組溝 SD 12008 0 12009・ 12010と 南
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北溝SD 12030A・ 12030B。 12082が ある。

玉石組溝は、人頭大の自然石を底 に敷き、同様の側石を立てたものであるが、

大部分は抜き取 られている。東西長は7.5mで 、南北長は1.6mま で確認 した。溝

の幅は約30cm、 深 さは約10cmで ある。後述するB期 の場合と同様に、 この北 に

推定 され る門 (SB 12004)の 雨落溝 と考え られ る。 SD 12030 Aは 幅約 1.lm、

深さ約0.4mの素掘 りの南北溝、SD 12082は 幅約0.3m、 深 さ約 0。 2mの素掘 りの南

北溝で、 ともに南のSD4100Aに 注 ぐ。 SD 12030 Aは 、調査 区の北端部で はバ

ラス混 りの黄茶褐色粘質土で埋め戻 されたのち、やや西に付け替え られ る (SD

12030B)。 な お、 そ の ほか 東 西 溝 SD l1973・ 11975、 南 北 溝 SD l1990、 斜

行溝SDl1974は 、A期 の造営関連の排水溝かと思われる。

BI期  この時期の遺構 には、門SB 12003と コ字状の玉石組の雨落溝 SD 12005・

12006・ 12007、 築 地 SA 12000 0 12001・ 12002、 築 地 内 部 の 礎 石 建 物 SB

12020、  南 】ヒ溝 SD l1980 0 11985。 11987A・ 11988A・ 12040。 12080。 12

083A・ 12084A・ 12084B、  東 西 溝 SD l1984 A・ 11986・ 12085A・ 12085

B・ 12087がある。

F]SB 12003は 、築地SA 12000の 心 に親柱だけを設 けた桁行柱 間3.9mの 棟 門

である。玉石組 の雨落溝 SD 12005・ 12006。 12007は 自然石の底石 の側面 に同

様の側石を立てたもので、底石・ 両側石の一部が抜 き取 られている。東西長 は

6.9m、 南北長は1.8m、 溝幅約30cm、 深さ約10cmで ある。玉石組の雨落溝の規模か

ら、F]SB 12003の軒の出は2.4m、 崚羽の出は1.2mに復原できる。

SB 12003の 東 西 には築 地 SA 12000が 取 り付 く。 SA 12000 1ま 東 西 約 72mに

わたり検出 した。 SA12000に ついては、断割調査を極力避 けたために詳 しい状

況は今後の調査の進展にまつところが大きいが、第122次 調査で得た知見を も考

慮すると、既述のごとく、宮内道路SF 1761の 北側溝 SD 9480を 埋 め戻 してその

上にバラス混 りの黄褐砂質土を積み幅約2.lmの基底部を築いている。なお、寄柱は

検出できなかった。築地SA12000は 東西両端で北に折れ曲がり、築地 SA 12001・

12002と なる。 SA 12001・ 12002は と もに遺存状態が悪 く、 わずかに積上 が残
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るだ けで、基底幅等 は明 らかで はない。 以上、 SA 12000・ 12001・ 12002・ S

B12003は 、今回の調査で新たに存在を確認 した官衛の、 それぞれ南面築地・ 東

面築地・ 西面築地 。南門に相当する。 この官行の内部の様子については、調査が

南辺部にとどまったために不明であるが、調査区内で礎石建物 1棟の存在を確認

した。検出 したのは東西棟礎石建物 SB 12020の 南側柱列で、桁行 5間 、柱間寸

法2.7m等間である。東端の礎石が抜き取 られているのを除いて、扁平な自然石を

利用 した礎石が残る。

F]SB 12003の 東 13.5mの 所 に くの字状 に曲折 して流 れ る南北溝 SD 12040が

ある。SD 12040は 、築地の内部では両側 にのみ 自然石をたてているが、築地部

分では二枚重ねの平瓦 5組を縦 に並べて蓋 とした木樋暗渠SX 12041と な り、築

地の外部では素掘 りの溝 となり、 SD4100Bに 注 ぐ。幅約30cm、 深約 10cmo SD

12040は、SK12050が 掘 られた時には廃絶 している。

築地の東南入隅部では、SA 12000に 北接 して東流す る東西溝 SD l1984Aが 、

築地入隅部か ら西4.5mと 2mの 所で 2条 の南北溝 SD l1987A・ 11988Aを 合流

し、入隅部 で南折 して南北溝 8D l1980と な る。 SD l1984 Aは 極 めて浅 い溝 で

あるために西端については明 らかでない。 SDl1980は 、築地部分では木樋暗渠

SXl1981で 、築地の外部では溝の両側 にのみ側板 をたて、 それに外接 して導を

並べた溝 となり、SD4100Bに注 ぐ。その後、築地東南入隅部では溝の付 け替 え

が行なわれ る。 入隅部西 8mに あ る南北溝 SD l1985が SA 12000北 辺で東折 し

て東西溝SD l1986と なり、入隅部で南折 してSD l1980と なる。

築地の西南入隅部で は、 SA 12002東辺 に沿い南流す る南北溝 SD 12084 Aが 、

築地入隅部で東折 して東西溝 SD 12085Aと な り、入隅部東 3mで 南北溝 SD 12

083Aを 合流 し、 さらに入隅部東 6mで SA 12000に 北接 して西流 して きた東西

溝 SD 12087を 合 流 して南北溝 SD 12080と な る。 SD 12080は 、築 地 部 分 で は

木樋暗渠 SX 12081で 、築地外部では両側 に簿を並べ た溝 とな り、 SD 4100 Bに

注 ぐ。築地西南入隅部で もその後、溝の付 け替 えがある。 SD 12080 0 12087は

そ の まま踏 襲 され るが、 SD 12083 Aは 廃 され、 SD 12084 Aと SD 12085 Aが
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それぞれ東へ約0.4mと 約0.2m移 され、SD12084B・ 12085Bと なる。

B2期  この時期の遺構 には、 BI期 の も'の がそのまま路襲 され る門 SB 12003と

コ字 状 の 玉 石 組 雨 落 溝 SD 12005・ 12006・ 12007、 築 地 SA 12000・ 12001・

12002、 礎 石 建 物 SB 12020、 南 北 溝 SD l1980。 12080の ほか に 、 南 北 溝 SD

l1983・ 11987B。 11988B。 12083B、 東 西 溝 SD l1984 B。 12086が あ る 。

築地の東南・ 西南両入隅部の築地部分と築地外部については、 Bl期 の南北溝

SDl1980 0 12080が それぞれ踏襲 され るが、築地内部では再び溝の付 け替 えが

行なわれる。東南入隅部では、入隅部西 14mの 所を南流す る南北溝 SD l1983が

新たに設 け られ、 SA 12000北 辺 で東折 して東西溝 SD l1984 Bと な り、 入隅部

より西4.5mと 2mで 2条 の南北溝 SD l1987 Bと SD H988Bを 合流 し、 入隅部

でSD l1980と な り、SD4100Cに 注 ぐ。西南入隅部では、入隅部東4.5mに あ る

南北 溝 SD 12083 Bが SA 12000北 辺 で東折 して東 西 溝 SD 12086と な り、 さ ら

に南折 してSD12080と なり、SD4100Cに 注ぐ。

なお、 この時期には、築地内部のSB 12020周 辺 を中心 として平瓦等を敷 いた

瓦敷遺構SX12021が ひろがる。

木簡  SD 1250と SK 12050か ら319点 (削 屑 267点 )が 出土 した。 以 下、 主 要

な木簡の釈文を掲げる。

SD 1250出 土

物遺

〔望ヵ〕

上総国□□

・ 尾張国

●  □

SK12050出 土

4  己西郷豊□里白米五斗

・暫S馬依箪享★畳FF
・ □ 信濃国□

□

１

　

　

２
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・分禁≡唇基五升 日本三尺末□

。□□四尺 末三尺五寸高一丈□

瓦 軒瓦500点、道具瓦 8点、円形瓦製品 1点、へ ら書・ 刻印瓦22点 が出土 した。

軒瓦のうち444点 が軒丸瓦で、軒平瓦は56点 と少ない。藤原宮式の軒瓦が 占める

割合は、軒丸瓦で約82%、 軒平瓦では約 5%と 低い。道具瓦には、鬼瓦 5点 、面

戸瓦 1点ゞ憂斗瓦 1点、雁振瓦 1点がある。へ ら書には「対」があり、刻印には

「目」「甲」「里」「上」の 4種がある。

土器 土器は、主 として SD 1250か ら出土 している。 SD 1250か ら出上 した土器

は、奈良時代中頃以降のものであり、平城宮土器編年 Vの 上器が主体をなす。 S

D1250出上の須恵器には、 I・ Ⅱ群の他に愛知県猿投山古窯の産 と考え られるも

のもかなりの量が出土 している。今回の調査区出土土器の特色 としては、転用硯

が多い点、 しか も、朱を磨 った転用硯が目立つ点があげられよう。墨書土器はS

D1250か ら「井」 「大炊」、 SD 4100と SD l1970の 合 流点 か ら「式曹」、 新 た

に確認 した壬生門内東官行内の土壊 と包含層か ら「式」、 とそれぞれ墨書 した も

のが出上 した。

木製品 SD 1250か ら

木屑 。加工板・ 箸とと

片等が出土 した。第

4図 は、 S K 12050

から出土 した墨書の

ある木屑である。建

物の立面に似た絵を

描いたとする観方も

ある。

人形30点 、斎串 6点 、剣形 1点 等、 SK 12050か ら多量 の

もに、茅負 1点・ 琴柱 1点・ 刀形 1点・ 鏃形 1点、漆塗櫃

第4図 墨書きのある木屑 (2:3)
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B 壬生門西地区 第 167次

遺  構

検出した主な遺構には、南面大垣、大垣北側の宮内道路 とその南北両側溝、壬

生門内西官行の南面および東面築地、三条大路 とその南北両側溝、左京三条一坊

八坪の北面築地などの奈良時代のものに加え、古墳時代の井戸などがある。

1 南面大垣SA 1200

南面大垣 SA1200は、大垣本体部の版築築上部分、犬走 りの積上部分、犬走 り

部にある鋸歯状掘込地業、東西方向の柱穴列、北雨落溝などか ら成る。

大垣本体の版築築土は、発掘区の中央やや北寄 りで、東西約37mに わたって検

出した。最 も残 りのよい所で高さ約0.8mあ り、築上の高まりがそのまま東西方向

の市道として踏襲 されてきた。基底部での幅は2.7m。 礫混 り黄褐色砂質土 と紫味

をおびた暗茶褐色粘質土 とを互層 に掲き固めており、上半部では礫混 り黄褐色砂

質土中に白色粘土を混える。版築の一層分の厚さは 2～ 3 cmか ら10cm、 築地幅の

端から端まで通るものと、 1～ 2m幅 で凸 レンズ状をなす ものとがある。発掘区

西端の所見では、版築前に整地上を約 0。 lm掘 り込む一種の地業をおこなっている

が、中央部ではそのような工法は認め られなかった。基底部の断面の南北両端に

は堰板抜き取 り痕跡の残 る所 と、それがな く築地本体 と犬走 りの版築築上の境界

線が縦にまっす ぐ通る所とがある。前者は大垣本体基底部の版築に引き続き、犬走

り部の築成を行ない版築完了後に堰板を抜いたものであるのに対 し、後者は本体基

底部の版築が終わり堰板をとりはず してから犬走りの版築をしたことを物語 る。発

掘区西端断面では堰板抜取痕跡の上にも版築の層がかぶさっている。これは堰板抜

き取り痕跡より上段の築地本体の改修によるものか、あるいは上段の版築をお乙な

うにあたって計画変更があり、拡幅のため堰板をより外側に置いたものであろう。

犬走りの版築築土は大垣北側にのみ残存 し、南側は後世に削平 されている。北

側の犬走り版築築土は、発掘区西部では残りが良 く、幅 1.9m、 高さ0.3mほ ど残存

するが、東部では削平され、ほとんど残 っていない。築成の仕方は本体より粗雑
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SS12430
SS12431

SS12424
SS12425

W50

|

第 5図 南面大垣 (壬生門西地区)発掘遺構図 (破線は古墳時代の遺構 1:300)
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で、一層分が厚 く、北へやや傾斜 している。

大垣の南北両側にある東西方向の柱穴列は大垣築成時の堰板留めの添柱穴で、

大垣心から南北それぞれ約 1.7mの 所にあり、桁行方向の柱間寸法は不揃いである。

柱痕跡のあるもの、柱抜取穴をもつ もの、掘形のみを検出したものなどがある。

大垣北側ではいずれも近世の溝底で検出したため、各々の掘込み面は確認できな

かった。南側でも犬走 りが遺存 しないため同様である。切合い関係か ら少な くと

も2時期に大別できる。

大垣北側の発掘区東端近 くでは、添柱穴列 とほぼ等 しい位置に、犬走 り部分の

鋸歯状掘込地業SX12434を 約 6mに わたって検 出 した。同様の掘込地業 は東の

第122次調査区では大垣の南北両側に、ほぼ全面にわたって存在 したが、今回は

大垣北側の一部に しか見 られない。第 155。 第 165次 調査の知見 と考え合わせ る

と、鋸歯状掘込地業が避 けている添柱穴列SS 12430お よびそれに対応す る大垣

南側の添柱穴列SS 12424が 当初の大垣構築時の添柱穴で、他 の添柱穴列 SS 12

431と SS 12425は 改 修 時 の もの と判 断 で き る。 柱 間 は SS 12430・ 12424と も

1.8～3.9mと 不揃いである。

北雨落溝SD9487は 大垣心から北2.8mに 心を合わせた幅0.4m、 深 さ0.lmの素掘

りの東西溝で、発掘区東端近 くか ら断続的なが らも西へ約26m分 検出 したが、発

掘区西端寄 りの 8mに ついては検出できず、西壁断面で も溝の痕跡は認め られな

かった。東では大垣に対 し約0.5m北に振れる。埋土は犬走 り築上に似た礫混 り黄

褐色上で遺物を含まない。

大垣心か ら北3.3mの 北雨落溝 中に柱穴列 SS 12445、 同 じく北 4mに 柱穴列 S

S12450、 大垣心か ら南3.3m前 後 に柱穴列SS 12420が いずれ も東西 に並 ぶ。第

165次調査で もほぼ同 じ位置に柱穴列を検出 しており、大垣築造あるいは改修時

の足場穴と考えている。今回は部分的にしか検出できなかったが、同 じ性格のも

のであろう。

2 壬生門内西官衝南面築地SA12400

発掘区北端部に西端か ら東へ現状では約28mに わた って東西築地 SA 12400を
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検出した。後述する宮内道路北側溝SD1764を埋めたて、その上に礫混 り黄褐色

粘土を基底部幅2.8mで積み上げる。現状では削平のため高さ0.2mが 残存するにす

ぎないが、寄柱 などは認め られない。SA 12400は 、第 122次 調査検出の東 西築

地SA9470の西延長部にあたり、当時の所見では、壬生門前まで東に続 くと考え

ていたが、今回の発掘区中、壬生門心か ら約40mの 所で北に曲る乙とを確認 した

ため、SA 12400は その北側に位置す る官行の南面を画す る築地 と判断で きる。

東面築地SA12401に は位置をず らす造替があ り、 2時期 に分け られ る。古 い時

期のSA12401 Aは 第122次 西拡張区北壁でその断面を確認 したもので、幅 2.lm、

厚 さ0.lm分 の黄褐色粘質上の積上が残 る。新 しいSA 12401 Bは 東半分が第 122

次調査により削平 されているが、北壁でSA 12401 Aの 西 に接 して幅 2.8m、 厚 さ

0.2mの 灰黄褐色粘質土 の積土 を確認 した。 SA 12401 Bの 心 は SA 12401 Aの 心

から西約2.3mに あたる。

SA 12400の 南北両側には大量の瓦が落下 していた。大半 は平城宮軒瓦編年Ⅲ

期の ものである。両側 とも瓦を除出すると東西溝が検出できたが、北側ではSA

12401Bの 西 に沿 う南北溝 SD 12493に とりつ く幅0.5m、 深 さ0。 lmの 東西溝 SD

12494が 西へ約 4m続 き、後世の上壊 に切 られるあたりで北へ曲 りかけ、西へ続

かない。また中央部に設定 した南北畦以西にある幅 lm、 深 さ0.25mの 東西溝 S

D12495も 後 に述べ る南北溝SD 12460と の合流点の西 2mま でで とぎれ る。一

方SA 12400の 南側で も、第 122次 調査西拡張区西端か ら西にむか って、発掘 区

中央部付近までは東西溝 SD 12474が確認で きるが、西半部では不明確 にな り、

発掘区西壁 で は溝 は存在 しない。 したが って、 SD 12494・ 12495・ 12474と も

築地の雨落溝 とは断定できない。

築地の内側か ら流れる南北溝SD 12460は 幅0.5m、 深 さ0。 lmで、西岸の一部の

み護岸の玉石が残 る。木樋暗渠 SX 124801こ よ って SA 12400を ぬけ、宮 内道路

南側溝SD 1813に 注 ぐ。SX 12480に は長さ2.5m、 幅0.2mの 底板が残る。

SA 12400の 心か ら北2.lmを 南端 として、発掘区西端か ら東へ、発掘区内では

幅 lmで礫混 り淡黄褐色粘上の高まりが続 く。残 りは非常に悪 く、最 も良 く残る
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所で厚さ0.lmに すぎない。発掘区北壁の所見では東へ 6mに わたって、礫混 り淡

黄褐色粘上の層 と、一部でその上 にのる責褐色粘上の層が続 き、SA 12400よ り

古い時期の東西築地SA12500と 考えられる。

以上のことから、壬生門内西官衝を画する築地は次の 3時期に分けられる。

A期  南面築地がSA12500である時期。 ただ しその規模 。東面築地の位置など

は本調査区内では明らかにしがたい。

B tt SA 12500を 廃 し、宮内道路北側溝 SD 1764を埋めたて、 その上 に南面築

地 SA 12400を 造 り、 SA 12401 Aを 東面 築 地 とす る。 この 時 期 に は SD 12494

は東へのび、第 122次 調査で検 出 した暗渠 SX 9479に よ って SA 12400の 下 をぬ

け、南のSD 12474に つながっていた。

C tt SA 12401 Aを とりこわ し、 東面築地 を SA 12401 Bに 造 りかえ る。 それ

に ともない暗渠 SX 9479お よび東 西 溝 SD 12494の 東 端 は埋 め、 SA 12401 Bの

西に南北溝SD 12493を 掘 り、SD 12494と 接続する。

なお、 B期 の SA 12400の 東南 隅 は、 SA 12401 Aの 幅 を2.lmと す ると、壬生

門の心か ら西37.4m、 北12.Omと なり、C期 では同様に西39.6m、 北 12.Omの 位

置にあたる。 これ らの築地は第165次 調査で検出 した壬生門内東官衛の南面 。西

面築地と、壬生門の中心線を軸にほぼ東西対称の位置にあたる。

3 宮内道路 SF1761

大垣か ら北へ心々距離で5.3mの 位置に宮内道路南側溝SD1813、 北へ13.7mで

北側溝SD 1764を 検出 した。SD 1813は 幅1.8m、 深 さ0.3～ 0.4mの 素掘 りの溝で、

堆積は大きくは 2層 に分かれる。溝内には大量の瓦が含まれていた。第122次 調

査の所見では、同位置で改修を受けたとするが、今回の調査では改修のあとは確

認できなかった。SD1764は 幅0。 8m、 深さ0.lmの素掘 りの溝である。

SD 1813の 北、北側溝 SD 1764感 期 )の ちには南面築地 SA 12400南 側 の東

西溝 SD 12474(BoC期 )ま での間が宮内道路 SF 1761で 、路面幅 はA期 で は

約7.2m、 B・ C期 には約5.4mと 狭 くなる。
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4  三l条大路 SF9440

南面大垣 SA 1200か ら心 々距離で南 11.6mの 位置に二条大路北側溝 SD 1250、

南49.6mで南側溝SD4006を 検出した。

北側溝SD 1250は 当初の幅約3.Om、 深 さ0.8mの 素掘 りの東西溝で、東半部の南

岸の一部に護岸の杭が残る。西半部では後に溢水のため幅をひろげ、肩幅7.Omに

なった。溝内の土層は大きく4層 に分かれる。最下層から木簡が 4点出土 したが、

判読できない。また最上層か ら大量の瓦が出上 したが、大半は藤原宮式の瓦であ

り、各層の年代を特定することはできない。

発掘区中央付近で、SD 1250南 岸か ら二条大路路面上 を東南方向に流れ る溝 S

D12388が 分かれる。 これはSD1250最上層の段階に溢水によってできた流路で、

幅 2～ 3m、 深さ0.lmで 、多量の瓦片を含んでいた。

南発掘区で検出 した二条大路南側溝SD4006は 幅 5～ 6m、 深 さ1.3mの 素掘 り

の東西溝である。溝底中央部には東西方向に並ぶ杭列 と、その北側にわた した板

材SX12513が残 る。 これは婆初の北岸の護岸施設であり、幅は上端で2.5mほ ど

であったが、後に水流により地山が砂質上である北岸が大きくえ ぐられ幅を広げ

たと考えられる。埋上の下の堆積層 は大きく 3層 に分かれ、下層は暗灰色粗砂層

で、杭と板による護岸に対応する。中層は暗灰色粘土層で北側に大きく溝幅がひ

ろがる。上層は灰褐色砂混 り粘質土で、さらに北へ溝幅を広げる。下層か らは藤

原宮式および平城宮軒瓦編年Ⅲ期の瓦が、中層か らは藤原宮式の瓦・ 下駄 。人形

あるいは斎串の断片が出土 した。各層の年代を特定することはできない。

南北両側溝の心々距離は約38.Om。 両側溝間の二条大路 SF9440の 路面幅 は当

初約34.5mであったが、最終的には約32mと せばまる。

5 左京三条一坊八坪北面築地SA12510

二条大路南側溝SD4006の南岸 において、左京三条一坊八坪の北辺を画す る築

地SA12510を 検出 した。基底部幅4.Om、 厚 さ0.3mの 淡黄褐色粘上の基壇上が残

る。SD4006の 上層の堆積層中、南端 に幅0.8m、 厚 さ0.4mの 淡褐色粗砂の堆積が

東 西 に続 く。 これ は SA 12510の 北 雨 落 溝 SD 12512と 考 え られ る。 SA 12510
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造営当初の北雨落溝がSD 4006に よ り浸蝕 された後、次第にSD 4006の 堆積が進

んできた段階で、その堆積土上に新たに雨落溝を掘 りこんだ ものと推定できる。

SD4006の 堆積の進行 につれ、同 じ場所で 2度 掘 り直 して いる。 SA 12510の 南

雨落溝SD 12506は 幅0.6mの 素掘 りの溝で、深さ0.lm。

南 雨落溝 SD 12506・ 北雨落溝 SD 12512、 それに二条 大路北側溝 SD 1250下 層

など築地の近辺か らは平城宮軒瓦編年Ⅲ期の軒平瓦671l Aが 5点 出土 した。6711

Aは従来羅城門地域での出土が目立つとされてきた瓦であり、宮近辺で見つかっ

たことは注目される。

6 古墳時代の井戸 SE 12390・ 12394・ 12465

発掘区東端近 くの二条大路々面上および西端近 くの宮内道路上において古墳時

代の井戸を 3基検出 した。二条大路路面上のSE 12390は 上端径 1.7mの 円形掘形

の中に一辺 0。 4mお よび0.2mの 方形の井戸枠を設けたもの。井戸枠は縦板組で枠内

埋土中から6世紀前半代の須恵器の杯 。途、砥石などが出土 した。同 じく二条大

路々面上の上端径1.2m、 深 さ0.7mの井戸SE12394に も 6世紀前半代の須恵器 の

鉢・ 土師器の長頸壷が含まれていた。

宮内道路 SF 1761路 面上の整地上 を除去 したところ、地 山面 で井戸 SE 12465

および周濠状の溝 SD 12468を 検 出 した。SE 12465は 上端径 1.7mの 円形掘形 を

もち、深さ1.3m。 下から0。 5mで径0.7m、 底部で径0.5mと すばまる。埋土中から 5

世紀後半代の上師器の壷 2点 。甕 3点が出土 した。 SE 12465の 西 3.3mに は幅 0。

2～ 0.3m、 深 さ 5 cmの 浅 い溝 SD 12468が あ り、 SE 12465を 囲む よ うに円弧状

をなして東南にのびる。

まとめ

今回、第 165・ 第167両 次の調査で得 た主な成果 は次のごとくである。

(1)南面大垣に関する従来の知見の大半を再確認するとともに、南面大垣の築成・

改修・ 補修の事実を示す遺構 として、堰板の抜き取 り痕跡・ 堰板を留める添柱

穴・ 足場穴等を検出し、今後の南面大垣の調査 。研究及び復原整備にとって重
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要な資料を得た。

(2)第二次朝堂院の南方、壬生門を狭んで東西の位置に 2区の官衝を囲む築地を

新たに確認 し、それがともに大きくわけて 2時期に及ぶ ことが判明 した。 しか

し、今回の調査では、いずれ もその南辺部を検出したにとどまり、これ らの官

衡の規模や内部の構造・
Jl■格 といった実態を解明することはできなかった。今

後の調査成果が期待される。

以上の 2点 のうち、 (1)に ついては、第 165・ 第167両 次調査で検 出 した遺構の

記述において触れたので、 ここでは(2)に ついて若干推測を述べてお くこととした

い。

壬生門内東官行と西官衡は、 ともに南へ移 しかえ、かつ壬生門中軸線をはさん

でほぼ東西対称の位置にあたる。 これ らがいかなる官行にあたるかは、出土遺物

や位置関係等からある程度推測することができる。

まず壬生門内東官衝では、今回その周辺か ら「式」「式曹」 と記 した式部省に

壬生門内東官衡

士
二

凩

的『

第二次朝堂院

二条大路

0            -― 型 Om

第 7図 平城宮東南辺遺構概念図
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関わる墨書土器が出土 している。宮東南隅での第32次 補足調査では、第165次 調

査区を流れる東西溝 SD4100の 下流部か ら13000点 近 くの木簡が出上 したが、 そ

の大半は官人の考課・ 成選等、式部省関係のものであった (『平城宮発掘調査出

土木簡概報 (四 )』 1967)。 第 32次調査区の西 に接す る第 155次 調査区で SD 41

00な どか ら出土 した木簡 も同様な傾向をもつ (『 平城宮発掘調査 出土木簡概報

(十八)』 1985)。 また壬生門内東官衛は、第二次朝堂院の前面東側にあたるが、

平安宮においては朝堂院前面東側には式部省の位置 したことが陽明文庫本宮城図

等により知 られる (第 8図 )。 そ して平安宮内の殿舎・ 官衡の配置が平城宮のそ

れをある程度踏襲 していることは馬寮の例か らもうかがえる (『平城報告�』 )。

したがって、壬生門内東官衡は式部省であったとの推測 も可能になろう。 もっと

も、平安宮においては式部省は朱雀門の東北にあたり、壬生門の東北という平城宮

の場合とは異なるが、大極殿・朝堂院の前方という共通性を重視すべきであろう。

一方、陽明文庫本宮城図等によれば、平安宮では朝堂院の前方で、朱雀門中軸

線をはさんで式部省 と東西対称の位置には兵部省がある (第 8図 )。 それは第 16

7次調査で確認 した壬生門内西官衡の位置にあたる。 したがって もし平安宮の官

衛配置を遡 らせることができるなら、壬生門内西官行は兵部省ということになる。

そ して第 167次 調査区に東接す る第 122次 調査区で二条大路北側溝 SD 1250か ら

出土 した墨書土器・ 木簡はそれを裏付けるものである (『平城宮発掘調査出土木

簡概報 (十四)』 1981)。 すなわちSD 1250の 壬生門正面部分 の西 よ りか ら、

「兵部」「兵部厨」「兵厨」などと記 した墨書土器、および兵部省の被管である

造兵司にかかわる「造兵司移衛門府 (後略)」 と書いた文書木簡が出土 している。

したがって壬生門内西官行は兵部省である可能性 も考え られよう。 ともあれ、今

回は両官衡ともその南辺を画する築地を検出 したにすぎず、東西両官衡の解明は

今後の調査にかかっている。

関連する調査とその報告 第 16次    『平城報告Ⅸ』 第130次    『年報 1982』
第 32次    『年報 1966』  第133次    『年報 1982』
第 32次補足 『年報 1967』 第143次    『年報 1983』
第122次    『年報 1981』 第155次    『年報 1985』
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2 推定第二次朝堂院朝庭地 区の調査  第169次

はじめに

第二次朝堂院地区において、1984年 10月 ～1985年 3月 に実施 した、平城宮跡第

161・ 163次 調査 にひきつづ き、第 169次調査 と して、前記の 2調査区の南側に

調査区を設定 して発掘調査を実施 した。

この地域は第二次朝堂院朝庭域の北半部中央で、朝堂院東第二堂の西側にあた

る。第163次 調査 (『 昭和59年概報』 )で は朝堂院で行われた儀式のための施設

と考えられる数多 くの仮設建物を検出 している。 とりわけ調査区南端で検出した

逆 L字型に折れ曲る溝と、 これに囲まれるように存在す る建物群 は、平安時代貞

観期に製作された『儀式』か ら復原 される大嘗宮平面図の東北隅部に酷似 してお

り、この調査区の南側に奈良時代の大嘗宮遺構が存在することが想定 された。ま

た、第161次 調査では朝堂院東第一堂礎石建物 (SB l1750)の 下層で、 これ に

先行する同程度の規模をもつ掘立柱建物 (SB l1740)を 検 出 し、第二次朝堂 院

地区が奈良時代に大幅に改作 されていることが判明 した。

今回の調査では上記の成果を受けて、大嘗宮 と推定 される遺構を全面的に調査

し、あわせて、東第二堂下層掘立柱建物の存在の有無を確認することを目的に、

南北62m、 東西58m、 面積約3,600ポ の調査区を設けて発掘調査を実施 した。 な

お、第169次 調査区は北端で第 161次・ 163次 調査 区 と、約 930ポ 分だ け重複 し

ている。

基本層位

調査地は平城宮跡東北か ら南へ舌状 にのびる緩やかな丘陵地形の末端部に位置

する。現地表下約 15～ 20cmま では、1960年 代後半にこの地域を整備 した盛上で、

この下に厚さ20～ 30cmの 旧耕作上があり、その下は小礫を含む責褐色砂質上の地

―- 25 -―



山となる。近世まで存続 した水田畦畔に伴 う溝は、地山面をも掘 り込んでおり、

縦横に走る溝および井戸などを地山上面において検出 した。 この地山は朝堂院中

央部を頂点とし、調査区の東南方向に向って緩かな勾配で下 り、調査区内での東

西方向の高低差は確認 した範囲では約80cmである。

これに対応 して整地上が調査区の中央やや東南寄 りの地点か ら、調査区東南隅

までの範囲に堆積 している。この整地上は上下 2層 ある。上層は厚 さ約 10～ 20cm

の小礫を含む暗褐色上で、凝灰岩小片や少量の土器
。瓦片を含む。 とりわけ調査

区南端で行った部分的な断割調査では、上層整地土から平城宮軒平瓦 (6663型 式)

が出上 した。奈良時代の遺構は、先述の地山面および、 この上層整地上上面で検

出した。

下層の整地上は、調査区南端の断割調査においてのみ確認 したが、範囲は上層

のものより東南方向へ偏 っている。上層整地上 と同様の小礫を含む黄褐色粘質土

層で、遺物は含まない。調査区南端で、約54〆 にわたって この下層整地土上面ま

で下げたところ、埴輪片や古墳時代の遺物を少量含む ピッ ト群を検出した。

第161調 査で は、朝堂院東第一堂礎石建物 (SB l1750)付 近以東で も同様 の

整地上が堆積 していることが判明 している。従 って、舌状丘陵頂部に形成 された

浸蝕地形を、古墳時代および奈良時代に部分的に盛土整地 していることが うかが

える。

1 奈良時代の以前の遺構

調査区東南隅部下層整地上上面で検 出 した16個 の小 ピッ ト群 (SX 12201・ S

X12203・ SA 12200・ SA 12202)、 お よび調査 区南端 中央部 の地 山上面 で検 出

した直葬墓 2基 (SX12315。 12316)が ある。

小 ピット群は、いずれ も径約 0。 1～ 0.6mの 円形で、一列に並ぶ様相を呈するも

のもあるが、塀であるのか、建物 としてまとまるのかは不明である。いずれ も国

構遺
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上方眼とは方位を違えている。

SX12315は 、東北か ら西南方向へのびる長 さ約 5。 5m、 幅約2.2mの 長円形を呈

する。断面はすりばち状で、中央最深部は深 さ約0.45mで ある。埋土は、す りば

ち状の掘形の縁辺部に暗黄灰色の粘土を張 りつけ、中央の凹んだ部分を黒灰色粘

土、灰白色粘上でつき固め、その上部に厚さ10～ 20cmの礫を敷きつめている。

SX12316は ほぼ南北方向で、長 さ約5.Om、 幅約2.5～ 2.8m、 深 さ0.3mの 不整

形な長円形を呈する。埋上の層位 は、SX 12315程 明瞭ではないが、粘上を順 次

敷きならしている。SX12316に は礫敷はない。

これらの粘土層および礫層は、遺体を埋葬する際の基床 となるものであろう。

これらの基床から、古墳時代の上師器片が微量出土 した。

2 奈良時代の遺構

第163次 調査では大嘗宮の北門 (SB l1820)′ と北面 。東面を画す る柴垣 の痕

跡 と思われる溝状遺構 (SA l1800。 11780)、 中軸線 に沿 って北門のやや南か ら

さらに南へのびる T字 型の柴垣溝 (SA l1835。 11830)、 北面柴垣溝か ら分岐 し

て南へのびる柴垣溝 (SA l1825)、 そ して これ らに囲 まれて存在す るSB l1790

と、 SB l1785の 北側柱列 とを検 出 して いる。 第 163次 調 査 で は この SB l1790

を大嘗宮悠紀院の国屋、SBl1785を膳屋に比定 している。

今回の調査ではこの大嘗宮悠紀院の遺構をひき続いて検出すると同時に、 これ

らの遺構の更に南約 9mの 位置で、同様の配置をもつ塀および建物群 2組 を重複

して検出 した。従 って今回の調査では、163次調査で一部を検出した大嘗宮悠紀

院遺構の全容を明らかにすると同時に、 この地域には少な くともそれ以外に 2時

期の大嘗宮遺構が存在することが判明 した。また、大嘗宮悠紀院遺構の区画外の

東および南側で、大嘗宮とは直接関連するか否か判断できない建物群 も検出 した。

以下に順を追 ってこれらの遺構を 3時期の大嘗宮遺構 と、それ以外の建物群 とに

分けて時期別に解説する。なお各建物遺構の桁行、異行総長および柱間寸法につ

いては、別表を参照されたい。
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① 大嘗宮の遺構

平安時代の『儀式』、『延喜式』等によれば、大嘗宮には、四周を区画する宮垣・

斑慢、悠紀・ 主基両院に区分する中籠・ 屏籠、さらに内部を細分する中垣をは じ

め、これらの内部に廻立殿・ 臼屋・ 膳屋・ 正殿 。御厠の建物が悠紀 。主基両院に

それぞれ存在することが判明 している(第 12、 13図 )。 以下に、検出遺構がこれ らの

建物のどれに該当するのかを勘案の うえ解説する。

A tt SB l1790 日屋。 3× 2間 の掘立柱建物東西棟。すでに163次 調 査 で検

出している。

SBl1785 膳屋。 5× 2間

の掘立柱建物東西棟。東 2間 と、

西 2間 とをわける間仕切のため

の柱掘形を 4個検出した。柱掘

形径は側柱、妻柱が径約70～ 80

cmであるのに対 して、間仕切柱

は径約40～ 50cmと やや小さい。

この 4個の住掘形は柱間寸法を

側柱の柱間寸法に合わせ、南北

の側柱通 りから、約1.18m(4

尺)の位置にある。この柱には

さまれた区間は、馬道のような

通路となる可能性がある。

SB12270 正殿。 5× 2間

の掘立柱建物南北棟。南か ら 2

間目の東西各側柱筋から約 1.18

m(4尺 )の位置に一対の柱掘

形があり、北 3間 を「室」、南

2間 を「堂」とに区分する。

大嘗宮遺構規模一覧表

悠紀院(東半部) 臼屋・膳屋区画 臼屋

東西 南北 東西 南北 桁行 果行

Ａ

　

　

期

31325η

106尺

46500η

157尺

18050ヶゎ

60尺

17900,れ

60ナミ

6220″μ

(21尺 )

7尺等階

4140ヶれ

(14尺 )

7尺等間

S B l1790

3× 2間東西棟

Ｂ
　
　
　
期

3250m

l10尺

450m

152尺

22,325rn

89尺

９０ｍ
　

尺

は

　

６４

41707れ

(141尺 )

47尺等間

2370ヶれ

8尺

S B 12300

3× 1間東西棟

Ｃ
　
　
　
期

31325m

106尺

444m

150尺

226m

76尺

189m

64尺

4170τれ

(141尺 )

4切R等間

2370夕れ

8尺

S B 12301

3× 1間東西棟

『儀
　
式
』

107尺 150尺 記載なし記載なし

(16尺 )

53尺等間 10尺

3× 1間東西棟
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SA 12271 SB 12270の 東約 2.lmの 位 置 に存 在 す る南 北塀 。 SB 12270の 北

から2つ 日の側柱から南へ 5間分検出した。柱間寸法は2.37m(8尺 )等間。

SA12272 8B12270の 西約2.4mの 位置 に 3間 分の掘立柱南北塀 を検 出 した。

最北端の柱位置 は、 SA 12271と 同様 にSB 12270の 北 か ら 2つ 目の側柱 の引 き

通 し線に合わせる。柱間寸法は2.37m(8尺 )等間である。

SA 12273 8B 12270の 北約2.lmの 位置 に存在す る 2間 の掘立柱東西塀 で あ

る。柱間寸法4.4m(15尺 )等 間。東西両端 の柱 はSA12271・ 12272の 延長線上

に位置する。

(1尺 =0296η とする。)

膳屋 正殿 御厠

南門 東門 /1ヽ F] 小門
(中籠)

桁行 梁行 桁行 果行 東西 南北

11840ヶれ

(40尺 )

8尺等間

4 740τι

(16尺 )

8尺等階

11840印

(40尺 )

8尺等間

4740ヶれ

(16尺 )

8尺等画

2660η

9尺

2370ヶれ

8尺

2960″れ

10尺

4740ヶれ

16尺

な し

32607れ

11尺

3800m

128尺

S B l1785

5× 2間東西棟

S B 12270

5× 2間南北棟

S B 12243

1× 1間

SBl182( SB12265 SBl1826 SB12269

140607れ

(475尺 )

粥尺等間

4740″れ

(16尺 )

8尺等膳

11840η

(40尺 )

8尺等間

4740τれ

(16尺 )

8尺等厨

29607れ

10尺

助
　
　
尺

2611a

(11尺 )

3150η

106尺

2960ィル

10尺

2 960TR

10尺

不 明

S B 12280

5× 2間東西棟

S B 12260

5× 2間南北棟

S B 12242

1× 1間

SB12310 SB12238 SB12303 SB12285

14060τれ

(475万こ

95尺等暗

4740夕ん

(16尺 )

8尺等間

118407れ

(40尺 )

8尺等間

4740夕れ

(16尺 )

3尺等間

2660a

9尺

2360宮ん

8尺

3260,れ

11尺

3260ィル

11尺

2.960τれ

10尺

2960τれ

10尺

不 明

S B 12290

5× 2間東西棟

S B 12244

5× 2間南北棟

S B 12244

1× 1間

SB12311 SB1223( SB12304 SB12286

(40尺 )

8尺等間

(16尺 )

8尺等階

(40尺 )

3尺等間

(16尺 )

8尺等間 10尺 8尺 記載なし記載なし三己E説なし記載な し記載なし

5× 2間東西棟 5× 2間南北棟 1× 1間
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SB12243 御厠。 1× 1間 の掘立柱建物。中央やや東寄 りに、長 さ60cm、 幅

25cm、 深さ20cmの掘形を検出したが、御厠に関連する遺構であるかは不明である。

SB l1820 東西 1間 の北門。東の柱掘形 は第 163次 調査で既に検 出 して いた

が、西側のものは今回新たに検出 した。

SB12265 東西 1間の南門。北門の柱間寸法に比 して南門はやや広い。

SAl1835 北屏籠。第163次 調査検 出分の延長部 にあたる。東西長 5。 9m(20

尺)で、西端には東端と同様に径約80cmの 柱掘形があり、屏籠両端のおさえのた

めの柱が存在する。この東西両端の柱掘形心々間距離は、7.4m(25尺 )で ある。

SA12266 南屏籠。 SA 12267の 南端で、 これ とほぼ直交す る東西方向の溝状

遺構。東端で検出したピットは柱掘形ではなく、両端にはおさえのための柱は存在

しない。SA 12267は 、SA 12266の 中央 にとりつかず、約 80cm西 へずれている。

SA l1830・ 12267 第 163次 調 査 で検 出 した大嘗宮 中央 の南北方 向の中籠 の

延長部を検 出 した。総長は、 SA l1853・ 12266の 幅員を除 き、南寄 りに位置す

るF]SB12269を 含めて34m(115尺 )あ る。中央よ り南では、やや西へ偏 る傾 向

を呈する。

SB 12269 SA 12267の 北側か ら約25～ 29mの 位置 に、中籠 に開 く門が あ る。

柱間寸法は3.8m(128尺 )である。

SAl1780。 12250 大嘗宮の東面柴垣遺構。第 163次 検 出分 を含 め、南北総

長46.5m(157尺 )である。北から約 15mの 位置では溝底が約 13cm上 が り、柴垣上

面の高さを統一するためか、掘形の深 さを調整 している。

SA12318 南面柴垣。南門東側 の柱掘形か らの東西総長 は約29m。 南門の東

側では地山面が盛 り上って遺存 しており、 この部分での柴垣溝の深 さは約47cmで

ある。周辺地形が後世に削平 されていることも考慮 して、柴垣をたてるための基

礎掘形は最高47cmま で掘削 していることがわかる。

SA 12247・ 12263 南面柴垣 に直交す る同様 の柴垣 溝 。 SA 12247は 南 面 柴

垣東端から西へ約 9mの位置に存在 し、南北 6～ 6.5m(20～ 22尺 )あ る。御厠の

遮蔽機能を もつ もの と考え られ る。 SA 12263は B・ C期 の大嘗宮悠紀院正殿 の
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西側柱筋と重複関係にあり、正確な南北長は不明であるが、南門か らの視界をさ

えぎる遮蔽帯 としての機能をもつ ものであろう。 いずれ も深 さはSA 12318よ り

も浅 く、約 10～ 15cmで ある。

SA 12305 日屋、膳屋を囲む区画の南面柴垣 (中 垣 )溝 。総長 18.05m(61

尺 )。 深さは約 12cmで、SAl1780の 掘形よりもやや浅い。

SA l1825 日屋、膳屋区画の西面柴垣溝。北半部 は第 163次 調査で既 に検 出

している。小門 (SB l1826)を も含めた、北面柴垣溝か らの南北長 は約 17.9m

(605尺 )で、SA12305西端にとりつく。

B tt SB 12300 日屋。、A期 の国屋 (SB l1790)の 南約 6mの 位 置で検 出 し

た、 3× 1間 の掘立柱建物東西棟。西妻の西に接 して一対の柱掘形 (SX 12307)

があり、西面する建物の外側に、門のような施設が存在 していたことを思わせる。

この 2つ の柱掘形はSB 12300の ものより小さく、柱間寸法 も1.38m(4.7尺 )と

桁行柱間寸法と合致する。

SB 12280 膳屋。A期 の膳屋の南約 5mの位置にあ り、 C期 の膳屋 と一部重

複 している。 5× 2間の掘立柱建物東西棟。西 2間 と東 3間 を分離する位置に間

仕切 りの柱掘形 1対がある。南 。北両側柱通 りか らの間仕切 り柱掘形の距離は約

1.48m(5尺 )。 A期の膳屋に比 して桁行総長が長 くなり、間仕切 りの柱掘形 も、

西から2間 目に他の柱掘形 と同規模のものが 1対存在するだけである。

SB 12260 正殿。桁行 5間 、梁行 2間 の掘立柱建物 南北棟。 C期 の正殿 と

一部重複関係 にある。北か ら 3間 目の、東西両側柱筋か らそれぞれ 1.3～ 1.6m

(4.4～ 5.4尺 )の位置に、建物内部 を仕切 る柱掘形がある。

SB 12242 御厠。 A期 の御厠 (SB 12243)の 南約 2mの 位置 に存在 す る、

1× 1間の掘立柱建物。

SB 12310 北門。 A期 の北門か ら南へ約 9m(30尺 )の 位置にある。東側の

柱掘形はC期 の柱掘形 と完全に重複 して遺存 しないが、西側のものは一部が重複

するのみである。B期 の柱掘形の径は約60cm。

SB 12238 南門。 SB 12310と 同様 に東西両柱掘形 と もにC期 の もの と一 部
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重複 している。柱掘形径は約50～ 70cmで ある。

SB 12303 東門。 SB 12280の 東約 5mの 位置で検 出 した 1対 の柱掘形。柱

掘形径は約60～ 80cmで ある。 SB12280の 南側柱通 りの引き通 し線上に東門の南

側の柱掘形が位置する。

SA 12249 8B 12303の 南に連続す る径約 10～ 30cmの 小 ピッ ト列。柱 間寸法

は2.0～ 2.4mと 不揃いであるうえ、南へ向うに従って西へ偏る傾向にある。

SB 12285 日屋 (SB 12300)と 膳 屋 (SB 12280)を 囲 む 区 画 の 西 に 開 く

小門。北側の柱掘形は、SB 12280の 北側柱通の西延長線上に位置する。

SA 12282・ 12288 8B12285に 連 続 す る南 北 方 向 の ピ ッ ト列 。 SB 12285

の北側 1間分と、南側 1間分とを検出した。ピット間隔は 2～ 3mと 一様でない。

SB 12285の 控 柱 で あ る可能性 もあ る。 また、 SB 12285の 南北延長線 上 に は S

D12278・ 12294が あり、柴垣に関連する遺構である可能性 もある。

SA 12276 SA 12282南 端 か ら、 SA 122491こ 接続す る東西方 向 の ピ ッ ト列。

ピット間隔は約3.0～ 4.5mと 不揃いである。

SA12237 調査区の南辺から北へ約2.5mの 位置に存在す る東西方向の ピッ ト

列。 ピッ トの間隔が 1.5～ 2.Omと 不揃 いで、SB 12238の 東西引き通 し線 よ りや

や南に位置 し、東へ向うに従 ってさらに大きく南に偏 る傾向がある。

SA 12312 SB 12310の 東延長部 で 3間 分 の ピッ ト列 を検 出 した。 ピッ トは

径約20～ 30cmで 、間隔は2.0～ 2.7mと 一定でない。

SA12315 A期 の大嘗宮中籠の埋上の上面で検出 した南北方向の小 ピッ ト列。

ピット列のほぼ揃 うものは 3間 分で、柱間寸法は約 1.8～ 2.4mと 不揃いである。

なお、A期の大嘗宮のように、中籠に開 く門の痕跡は検出できなかった。

C tt SB 12301 日屋。 3× 1間 の掘立柱建物東西棟。 B期 の臼屋 SB 12300

と同規模 。同位置で重複 しているが、西妻外側には門柱のような柱は存在 しない。

SB 12290 膳屋、 5× 2間 の掘立柱建物東西棟。西か ら 2間 目で、側柱通 の

内側約1.48m(5尺 )の位置に間仕切 りの柱掘形が一対ある。B期 の膳屋 と同規

模 。構造を持つ。
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SB12261 正殿。 B期 の正殿 SB 12260よ り約 2.2m北 に位 置 し、一部重複 し

ている。SB12260と SB12261は同一規模・ 構造である。

SB12244 御厠。A期 の御厠と同規模で、ほぼ同一地点で重複 している。

SB 12311 北門。東西 1間 。 B期 の ものと重複 し、柱掘形は径約 100cmと 大

形である。

SB12239 南門。東西 1間。B期 の南門と一部重複 している。

SB 12304 東門。 A期 の東面柴垣溝 SA l1780と 重 複 して い る。南北 1間 。

南側の柱掘形はSB12290の 南側柱通 りの延長線上 に位置す る。柱掘形の径 は約

80～ 100cmで 、B期 のものに比 して大きい。東門の東 と西へ約1.2～ 1.5mの 位置

には、東門の柱間と同寸法で 2対 の小 ピッ ト (SA 12302・ 12306)が ある。 ピッ

トの径は約30cmと 小さい。乙れは東門の内外に存在する目隠 し塀か、東門の控柱

のような施設であろう。

SA 12313 SB 12311の 東 で SB 12311中 心 線 よ りや や南 にず れ て、 東 西 方

向の小ピッ ト列を延長約20mに わたって検出した。 ピッ ト間隔は、2.2～ 2.4m。

SA 12236 SB 12239の 東 の延長線上 よ りやや北側 で、東西方 向の小 ピッ ト

列 3間分を検出した。間隔は2.4～ 2.7mである。

SA12320 SB 12304の 南へ連続 す る ピッ ト列。 A期 の大嘗宮東面柴垣溝 の

埋土上面で検出した。径20～ 30cmで、間隔は約2.4m(8尺 )等間である。 SA12

320の 中軸線は、SB12304の 中軸線よりやや西にずれている。

SA12316 中籠。 SB 12311の 南約 4mの 位置 か らさ らに南へ のび る小 ピッ

ト列。ピット間隔は約 3m(10尺 )。 B期のSA12315と 軸線を揃える。

SA12240 南門の北約4.5m Q5尺 )の位置に存在す る東西方向の ピッ ト列。

ピット間隔は1.2～ 3.Omと ばらつきがあり、時期の異なる 2条の柵列が同位置で

軸線を揃えて存在 している可能性がある。従 って、 SA 12240の ピッ トの うちの

いくつかは、B期 の南屏籠の痕跡である可能性がある。

SA12297 北門の南約4.5m Q5尺 )の位置に存在す る東西方向の ピッ ト列。

2間で、ピット間隔2.lm。 おそらく北屏籠の痕跡であろう。
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SB 12286 日屋、膳屋 区画 の西側 に開 く小門。南北 1間 。 SB 12290の 西妻

柱筋との心々間距離は4.4m(14.8尺 )である。両柱掘形の北側には今ひとつの柱掘

形がそれぞれ重複 して存在するが、計画変更を示すのか否かは不明である。また、

SB12290の 北側柱通の西の延長線上にSB12285の北側の柱掘形が位置する。

SA 12298 8B 12285の 北 の柱掘形 か らさ らに北へ連続す る ピッ ト列 2間 。

ピットは間隔は1.8～ 2.lmで ある。

SA 12279 8B 12285の 南 の柱掘形 か らさ らに南へ連 続 し、 SA西 端 に と り

つ くピッ ト列 2間 分。 ピッ ト間隔2,96m(10尺 )。  SA 12298と SA 12279は 、

8B12285の 中軸線よりやや西にずれている。

SA 12277 SA 12279南 端 か ら東 へ垂 直 にの び、 SA 12250に と りつ く東 西

方向のピット列。 6間分。途中、削平のため、検出できなかった箇所をのぞいて、

ピット間隔は3.0～ 4.Omである。

大嘗宮遺構の配置と構成  A期 の大嘗宮悠紀院の規模 は、南北46.5m(157尺 )、

東西31.325m(106尺 )で、その東北隅部に一辺17.9m(60尺 )で正方形のいまひ

とつの区画を形成する。

第163次調査で明 らかとなったように、区画のための柴垣は、幅約40cm、 深 さ

約20cmの溝状掘形に裾部を埋め込む構造のものである。内側には、柴垣を部分的

に支える控 柱 の痕跡 (SX 12251・ 12248・ 12314等 )が あ る。各門の痕跡 は、

大形で深い柱掘形を 1対づつ検出 した。ただ し東門は存在 しない。

臼屋、膳屋は上記の東北隅の区画の中に位置 し、国屋の北 。東面、膳屋の東・

南 。西面は四周の柴垣か ら、それぞれ10尺 の地点に位置 し、国屋 と膳屋の間隔 も

10尺 とするなど整然としている。正殿と御厠は、南半部のやや広い区画内にある。

正殿は悠紀院を東西南北に 2分する線上に、北妻柱通 りと西側柱筋とをそれぞれ合

わせて配置 し、御厠は臼屋、膳屋 と同様に東・ 南面の柱通 りを四周の柴垣か ら10尺

の位置に配置 している。このように全体の配置は極めて周到かつ計画的である。

SA 12271・ 12272・ 12273は 正殿 か らの距離 もまちまちであ り、南面 や西南

端を欠いているため、建物 とは直接連続 しない外柵のような施設であろう。工殿
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の北、東、西の 3方は慢がとりかこんでぃたの

かもしれない。

S B l1785の 西妻柱筋では、柱掘形 と一部重

複 して、 S B l1785よ りも古い南北方向の柱掘

形 3間 分を検 出した (S A 12308)。  S B l1785

の異行と総長、柱間寸法がともに一致するが、

南端の掘形は極めて浅 く、柱掘形 とはいい難い。

これは、 S B l1785が 当初の位置を変更 して建

設されたことを示すものか もしれない。

A期 の大嘗宮は、北門が、大極殿閤門下層で

検出 した同規模の掘立柱の門 (S B l1210)の

心から、ちょうど88.8m(300尺 )の位置に存在

することから、この門と朝堂院外周の築地塀 S

A l1330築 成上の下層で検出した掘立柱塀 SA

l1320、 東第一堂礎石建物 S B l1750の 下層 で

検出 した同等規模の掘立柱建物 S B H740、 等

と同時併存する可能性が高い。

B期の大嘗宮悠紀院は、A期 のものより、約

9m(30尺 )南 に配置されている。柴垣は、A

期のものが溝を掘 り、埋め込む構造であったの

に対 して、B期 のものは柱間、柱径ともに不揃

いなピット列であるため、柱ないしは杭を立て、

これに柴をゆわえつける型式のものであったと

考えられる。規模は、南門 と北門の心々間距離

が44.775m(151.3尺 )、 南門心と東門心の東西

距離が32.75m(110,6尺 )で 、A期 のものと比

して東西長は短いが、南北長は長 くなる。ただ
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し、 SA12237・ 12312は 北門 。南門よりやや外側 に位置 し、両者の心 々間距離

は45.Om(152.0尺 )で ある。同時にSA12249は 南 に向 うに従 い西へ偏 り、南辺

における南門中軸線 とSA12249の 東西距離 は32.375m(109.4尺 )と なる。従 っ

て四周の柴垣から算出した悠紀院の南北長は、門心々間距離 と微妙な差を生ずる

こととなるが、両者は概ねVワ
~:1の
関係にある。

国屋、膳屋区画は、西の小門 と東門との心々間距離が26.325m(88.9尺 )、 北

門心 とSA12249の 距離が、32.175m(1087尺 )で ある。 この南北距離 は東西距

離のほぼ 1/y2で ある。中籠に開 く門は検出できなかった。他の問遺構がすべ

て柱掘形をもつことから考えて この門は存在 しなかったのか、単に門柱のない柴

垣の間隙程度のものであったのかはわか らない。

臼屋、膳屋、御厠は、東西柴垣溝から約 4。 4m(14.8尺 )の位置に東側の柱筋を

合わせて配置 している。また、正殿 は北面柴垣 SA 12312か ら、臼屋、膳屋区画

の東西長とほぼ等 しい26.5m(89.5尺 )の距離に北妻柱通を、東面柴垣か ら22.9

5m(775尺 )の位置に西側柱筋を揃える。この22.95m(77.5尺 )は悠紀院の東西

長のほぼ 1/w/7に あたる。御厠 と正殿は南の柱通 りを揃えて配置する。

C期 の大嘗宮は、B期 のものと全体的に類似 している。区画の柴垣 は、SA 12

236。 12313・ 12298・ 12279・ 12320・ 12316な ど の ピ ッ ト列 が 示 す よ う に、

B期 のものと同様に、杭か柱をたて、 これに柴をゆわえつける方式であったと考

えられる。各建物の構造 。規模 はほぼB期 を踏襲す るが、位置 は国屋 SB 12301

を基準として、南へ向うに従 って北へ偏 る傾向が大きい。

南北両門の心々間距離は45。 lm(152.4尺 )、 南北両門と東門との心々間距離は

31.625m(106.8尺 )である。

また、 SA 12313と SA 12236の 心 々間距離 は44.4m(150尺 )、 南辺 にお け るS

B12239と SA 12320の 心 々間距離 は31.325m(105.8尺 )で あ る。 この四周 の柴

垣の東西 。南北の心々間距離は 1:v7の 関係にある。

正殿 SB 12261は 北妻柱通 りを、 SA 12277か ら南 6.2m(20.9尺 )に 位置 し、

西側柱筋が、 SA12279の 南延長線上 に位置す る。従 って、正殿 は建物の西北隅
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の位置を臼屋、膳屋区画の西南隅部を基準に設定 していることが うかがえる。

御厠 SB 12244の 東側柱筋 は、東辺柴垣 SA 12320か ら約 3.05m(10.3尺 )に

位置 し、宮の南北長を 4分する位置に建物心を合わせる。

臼屋、膳屋区画は東西22.55m(762尺 )、 南北18.8m(63.5尺 )で、東西長は

南北長のちょうどv7倍 である。 この区画の中に、南北方向は約15尺、7.5尺 、

16.5尺 の間隔で、東西方向は膳屋 をSB 12304・ 12286心 か らそれぞれ約 15尺 の

位置に、臼屋 と東妻柱筋を合わせて配置する。このように、C期 の大嘗宮 も規模・

建物配置は極めて計画的に行われていることがわかる。

B・ C期 の大嘗宮は、四周の門がほぼ同位置で重複 しており、全体の区画設定

が同一の地割計画のもとに行われたことをうかがわせる。朝堂院東第一堂礎石建

物 (SB l1750),と はヽ、朝堂院北面築地 (SA 0103)心 か ら約 240尺 の地点 に位

置 し、BCC期 の大嘗宮南門は、 さらに240尺 南の地点 に設定 されている。すな

わち、BoC期 の大嘗宮は、朝堂院が基壇をもつ礎石建物群へ改作 された後 に こ

れらの建物群を基準 として造営 された可能性が極めて高い (第 14図 )。

② 大嘗宮以外の遺構

SD 12253～ 12257 調査区中央で検 出 した南北溝 9条。全般 的 に幅 は約 30～

40cm、 深 さ15cm、 埋土はいずれ も一様に暗黄灰色粘質上である。SD 12256と 12

257は 途 中で とぎれているが、当初 は連続 していたのであろう。 SB 12270の 柱

掘形との新旧関係によれば、 乙れ らの溝の方が古 く、建物建設に先行する排水溝

である可能性がある。

SB 12205・ 12211 調査区南辺 中央部の、奈良時代整地上上面 で検 出 した掘

立柱建物 2棟。SB 12210は 一部柱掘形が存在 しない箇所があるが 2間 × 2間 の

総柱建物に復原でき、南北3.9m、 東西3.5～ 3.7m、 柱間寸法は約 1.2～ 1.3m(4

～4.4尺 )で ある。 SB 12205も 総柱建物であるが、東側柱 は 4本 あるのに対 し、

中央、西側柱列は 3本 と変則的な形状をなす。両者はいずれ も建物方向が、北で

東に偏っており、柱掘形 も円形に近 く、深さは約20cmと 浅い。
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SX12215・ 12252 調査区南辺か ら中央部にかけて奈良時代の整地上および、

地山上面 において検出 した轍。 SX12215は 幅20cm、 深 さ10cmの 3条 の溝、 また

SX12252は 同様の溝が 2対平行 している。

SA12229 調査区東辺中央で検出 した東西方向の堀立柱塀である。柱間寸法

は2.36m(8尺 )等 間で、東端は調査区外へのびる。柱掘形の埋上には多量の瓦

片を含む。

SB 12230 SB 12205・ 12210と 同様 に北 で東 へ偏 る 2間 × 2間 の掘 立柱 建

物。南北4.3～ 4.5m、 東西 4～ 4.3mで ある。中央部には柱掘形がないため、総柱

建物ではない。

SB12231 調査区東辺中央部で検 出 した掘立柱建物東西棟。桁行 3間 、異行

2間 、柱間寸法は桁行・ 果行ともに2.37m(8尺 )等間である。

SB 12232 SB 12231の す ぐ西側 で検 出 した同規模 の掘立柱建物東西 棟 。 S

B12231よ りも柱掘形径はやや小さい。

SX 12235 SB 12231・ 12232の 北側 で検 出 した礫 敷 遺 構 で、 方 約 8mに わ

たって遺存す るが、性格不明である。第161次調査では朝堂院東第一堂礎石建物

(SB l1750)の 四周が、礫敷で化粧 されていたことが判明 してお り、 この SX

12235は 本調査区の東に想定 しうる東第二堂礎石建物に関連する礫敷遺構である

可能性がある。

SB l1745 第 161次 調査区ですで に検 出 していた西廂付掘立柱建物南北棟 の

南妻柱通を検出 し、南北 7間 であることが判明 した。南妻柱通 はSX 12235の 下

層から掘 りこまれている。側柱筋 はやや北で東に偏 しているが、東側柱筋が、 S

B12231の 東妻柱筋 と柱筋を揃えており、両者は奈良時代の同時期の遺構 と考え

られる。

これ らの遺構 の うち、 SB 12205・ 12211・ 12230は 、 いずれ も奈良時代整地

上上面で検出しているが、方位偏度が大きいため、奈良時代以降の建物 と考え ら

れる。また、 SB 12231・ 12232は 、位置・ 規模が似通 っているため、 それぞれ

B・ C期の大嘗宮に伴う遺構である可能性もある。
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なお、第 161次 調査で検 出 した掘立柱建物 (SB l1740)は 、朝堂院東第一堂

礎石建物 (SB l1750)イ こ先行 し、同等の規模・ 性格 を持つ建物 に比定 されて き

た。大極殿院の建物群が掘立柱か ら礎石を用いたものへ、そ して朝堂院四周の区

画が掘立柱塀から築地塀へと建て替え られている事実 と関連 して、掘立柱の朝堂

院地区の存在が推定 されたわけである。 しか し、本調査区では、SB l1740の 南

延長線上に東第二堂相当の掘立柱建物を検出することはできなかった。

出土遺物は極めて少ない。 しか し、A期の膳屋西南隅の柱掘形か ら杯B蓋 (第

11図 -1・ 2)、 B期 の膳屋北側柱通 り東か ら 2つ 目の柱掘形か ら高杯脚部 (第
11図 -3)が 出土 した。平城宮土器編年によれば、前者が Ⅱ (霊 亀年間から天平

初年頃)、 後者がⅣ～ V(天 平勝宝年間から宝亀年間)に 属す。出土状況か らい

ずれも単なる混入とは考えられず、遺構の時期を推定するよりどころとなった。

軒瓦では、上層 の整地土か ら軒平瓦 6663、 C期 に属す る膳屋SB 12304の 北側

の柱掘形か ら軒平瓦6225L、 SB 12231の 柱掘形か ら軒平瓦6225C等 が出上 した。

まとめ

物遺

今回の調査では、第163次調査で検出した第二次朝

堂院朝庭域における儀式関連遺構の うち、 とりわけ大

嘗宮悠紀院の全容を確認 し、それ以外に新たに 2時期

にわたって重複する同様の大嘗宮悠紀院の遺構を検出

した。これらの 3時期にわたる大嘗宮悠紀院遺構は、

建物の規模・構造に若子の変化を認めるものの、配置

関係は概ね相似 している。いずれ も区画・配置は極め

て周到かつ計画的であり、各時期 ごとに特徴を読みと

9               1.ocm

第 11図 第 169次調査出土土器
(1 :4)
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ることができる。

A期 の大嘗宮は、大極殿閤門下層で検出 した掘立柱建物 の門 (SB l1210)心

から88.8m(300尺 )の位置に北門を設定 し、BoC期 は朝堂院区画の北端か ら14

2.08m(480尺 )の位置に南門を設定 している。すなわち、A期大嘗宮は、大極殿

院、朝堂院地区の下層掘立柱建物群 と並存する可能性が極めて高い。

また、いずれの時期の大嘗宮 も、悠紀院の東西長が南北長のほぼ 1/v7に 一

致 し、宮内部の地害1、 建物配置の随所に、 この比率に基 く計画意図を読みとるこ

とができる。そして大嘗祭の中心的役割を荷 う正殿の位置を、西北隅の柱位置を

基準に位置設定を行っていることが判明 した。

さて、大嘗宮に関する記載事項は、平安時代の『儀式』・ 『延喜式』等に散見

されるが、復原すると第 8図・ 第 9図 のようになる。

『儀式』によれば、建物の規模・ 平面形の他、宮内部を中籠によって悠紀・ 主

基両院に 2分 し、さらに臼屋・ 膳屋区画、正殿・ 御厠区画に細分するという区画

に関する事項が記載されている。 これに対 して『延喜式』では正殿の区画に関す

る記載がみ られない。今回検出 した大嘗宮悠紀院遺構は、 この両者 と部分的に共

通 している。 とりわけB・ C期 の各建物規模・ 構造は『儀式』 と酷似 し、区画 は

3時期ともに『延喜式』と相似する傾向を呈するといえよう。

「

~~~~~~~~~― ―――――――――玩T夏
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1   主基院
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第12図  『儀式』から復原される大嘗宮平面図
(単位 :尺 )

|

第13図  『延喜式』か ら復原 される大嘗宮平面図
(単位 :尺 )
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この 3時期の遺構年代比定については、出土遺物が少ないため、即断はしがた

い。A期 の膳屋の柱掘形から出土 した杯B蓋 (平 城宮土器編年 Ⅱ)、 B期 の膳 屋

柱掘形から出土 した高杯脚部 (平 城宮土器編年Ⅳ～ V)を 考慮すれば、A期 を奈

良時代前半期、 B・ C期 を後半期に比定することができるが、 これ らがどの天皇

の大嘗宮であるのかについて決定する程の資料を得ることはできなかった。以下

に今後に残された問題点を記す。

① 廻立殿

廻立殿は大嘗祭にとって不可欠の建物であり、『儀式』によれば大嘗宮の北側

に位置する 5× 2間 の東西棟である。第163次調査では、朝堂院中軸線上 に 4×

1間 の掘立柱建物東西棟SB l1900を 検 出 している。 この建物 は『儀式』の記載

とは異なる平面形 を示すが、大極殿下層閣門 (SB l1210)心 か らA期 大嘗宮北

A期 B・ C期

第14図 大嘗宮位置図
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門′己ヽまでの距離 (300尺 )を 2等分する地点に建物心を合わせるため、 A期 の大

嘗宮と密接な関連をもった建物 と考えられ、廻立殿に比定することが可能である

(第 14図 )。

今回の調査では、大嘗宮遺構が 3時期存在することが判明 したため、 SB l1900

以外に、廻立殿相当建物が 2棟必要 となる。 しか し、第 163次 調査によれば、 S

Bl1900は 同位置で建て替えあるいは重複の痕跡は認め られない。また、大嘗宮

遺構の北側で、朝堂院中軸線上 に建物心を揃える建物 として、SB l1900以 外 に

SB l1223・ 11815が 挙 げ られ るが、 いずれ も桁行 7～ 8間 、南北両廂付 の大形

建物である。 しか も、 SB l1223は 閤門 と、 SB l1815は 大 嘗宮北門 と、 それぞ

れ近接 しすぎているため、廻立殿相当建物 としては不適当である。従 ってBoC

期に該当する廻立殿は、現時点では不明である。『大嘗会便蒙』 (荷田春満)に よ

れば、江戸時代の大嘗祭では廻立殿が中軸線上に存在せず、西北方向に位置 してい

たことが知 られ、本調査区西北の未調査地域にBoC期 の廻立殿を想定することも

可能である。また、大嘗宮北門から離れすぎるという難点があるものの、『儀式』

記載の廻立殿と同じ平面形を持つ大極殿閤門が代用された可能性も考えられよう。

② 天皇比定

『続日本紀』によると、奈良時代 に大嘗祭を行 った天皇 7名 のうち、場所を明

記するもの (孝 謙 。淳仁・ 弘仁・桓武天皇)と 、明記 しないもの (元 正・ 聖武・

称徳天皇)に 2大別できる。前者のうち、孝謙天皇は「南薬園新宮」 と呼ばれる

離宮で、淳仁・弘仁・ 桓武天皇はそれぞれ平城宮内の太政官院 (乾政官院を含む )

で行ったとされる。今回の調査区は従来第二次朝堂院朝庭域に推定 してきた場所

にあたり、『続日本紀』の記述か ら判断すれば、検出した 3時期の大嘗宮は、場

所を明記 しない元正・聖武・ 称徳天皇に比定するのが妥章である。.し か し出土遺

物を考慮すれば、B期 の遺構が神亀元 (724)年 に大嘗祭を行 った聖武天皇 まで

さかのばることはあり得ない。すなわちA期 は奈良時代前半に比定できるか ら、

元正・ 聖武天皇のどちらかに該当するが、BoC期 は太政官院で行 ったとされ る

3天皇を含めて、淳仁天皇以降の 4天皇の可能性を考えざるを得ないわけである。
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従 って今回の大嘗宮天皇比定の問題 は、従来朝堂院に比定 されてきた当該区画 と、

太政官院 との関係を含めて今後検討 してい く必要があろ う。 これ らの諸問題 につ

いては大嘗宮関連施設の存在が想定 され る本調査区南側 の地域や、東第二堂 の想

定 される本調査区東側の区域、 あるいは第一次朝堂院朝庭域 における儀式関連遺

構などの調査が進めば、 さらに解明の手がか りを得 ることとなろ う。

関野  克 「貞観儀式大嘗宮の建築」『 (建築史』 1-1・ 2) 1939
川出 清彦 『祭原E概説』                    1973
池  浩三  『祭犠の空間』                  1979

『家屋文鏡の世界』                1983

続 日本記 に見える大嘗宮関連記事

天 皇 名 大  嘗  年 言己 事

ａ

　

　

　

　

ｂ

Ｃ

　

　

　

　

Д
ｕ
　

　

　

　

ｅ

ｆ

　

　

　

ｇ

元正天皇

聖武天皇

孝謙天皇

淳仁天皇

称徳天皇

光仁天皇

桓武天皇

霊亀 2(716)

11月 幸卯

神亀元 (724)

11月 己ワロ

天平勝宝元 (749)

11月 乙卯

天平宝字 2(758)

11月 辛卯

天平神護元 (765)

11月 癸酉

宝亀 2(771)
11月癸卯

天応元 (781)

11月 丁卯

大嘗す。

大嘗す。備前国を由機とし、播磨国を須機と

す。従五位下石上朝臣勝男・石上朝臣乙麻呂、

従六位上石上朝臣諸男、従七位上榎井朝臣大

嶋等、内物部を率い、神楯を斎宮の南北二門

に立つ。

南の薬園の新宮にて大嘗す。

乾政官院に御 して大嘗の事を行う。

廃帝既に淡路に遷り、天皇重ねて万機に臨む。

ここにおいて、更に大嘗の事を行う。美濃国

を以って由機とし、越前国を須伎とす。

庚辰 詔して日、一又詔して曰く、今勅りた
まわく、今日は大新嘗の直会の豊の明り聞こ

しめす国に在り。然るにこのたびの常より別

に在る故は、朕は仏の御弟子として菩薩の戒

を受け賜いて在り。これによりて上つ方は三

宝に供え奉り、次には天社・国社の神等をも

いやびまつり、……と宣りたまう。

太政官院に御 して大嘗の事を行う。参河国を

由機とし、因幡国を須岐とす。

太政官院に御して大嘗の事を行う。
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大嘗祭関係史料抄

1 儀式 巻第二 践作大嘗祭儀中

祭に先んずること十余日、おのおの大嘗宮の料の雑材井びに萱を、朝堂第二殿の前に運び置く。

祭に先んずること七日、大嘗宮の斎殿の地を鎮む。……その宮地は東西廿一丈四尺 。南北十五丈、

これを中分して東を悠紀院とし、西を主基院とす。その宮垣の正南に一門を開く (高 さ広さ各一

丈二尺)。 内に屏籠を樹つ (長 さ二丈)。 正東の少し北に一門を開く。外に屏籠を樹つ (長 さ二

丈五尺)。 正北にまた一門を開く。内に屏籠を樹つ。正西の少し北に一門を開く。外に屏籠を樹

つ。南北の両門の間に縦に中籠あり (長 さ十丈)。 その南端に道を通す (道の南の雛長さ一丈。

道の北の籠長さ九丈)。 中籠以東一丈五許尺に悠紀の中垣あり。その南北両端に各小門を開く

(南北の宮垣と相去ること各三丈 )。 その南北の門の間に中垣あり。その南に縦に五間の正殿一

宇 (長 さ四丈、広さ一丈六尺)。 正殿東南に横に御厠一宇 (長 さ一丈、広さ八尺 )。 中垣の北六

許尺に横に五間の膳屋一宇 (その制正殿に同じ)。 西二間を盛所となす。北垣の南六許尺に横に

三間の日屋 (長一丈六尺、広さ一丈、盛殿の東の頭と相対す)。 その西に縦に神服柏棚 (左右各

四柱あり。長さ一丈五尺、広さ五尺、高さ四尺 )。 主基院の制、皆悠紀に准ず。……木工寮、大

嘗院以北に横に五間の廻立殿を造る。

2 延喜式 巻第七 践作大嘗祭

凡そ大嘗宮を造るは、祭に先んずること七日。……その宮は東西廿一丈四尺、南北十五丈。中

分して東を悠紀院となし、西を主基院となす。宮垣の正面に一門を開き、内に屏籠を樹つ。東に

一門を開き、外に屏籠を樹つ (悠紀国作る)。 正北にまた一門を開き、内に屏籠を樹つ。西に一

門を開き、外に屏籠を樹つ (主基国作る)。 二院の中垣は二国ともにて作る。中垣の南端屏を去

ること一丈に一小門を開く (二国ともにて作る)。 柴を将って垣となし、八重に押 し樺み、垣の

末に挿すに椎の枝を将ってす (古語に「しひのわゑJと いうところなり)。 諸門の高さ九尺、広

さ八尺 (小門は准い減ず)、 構を編みて扉となす。悠紀院造るところの正殿一宇 (長 さ四丈、広

さ一丈六尺。棟は南北に当り、北三間をもって室となし、南二門をもって堂となす。南に一戸を

開き、蔀薦を扉となす)―・。―‐この院の東北角に膳屋一宇 (長 さ広さ正殿と同じ)を造る。端は

東西に当る。一西端三間は膳の盛所となす。膳屋の以北に臼屋一宇 (長 さ一丈四尺、広さ八尺 )

を造る。一西端に戸を開く。二屋の南と北はならびて籠を樹て、別ちて、一院となす。正殿の東

南に御厠一宇 (長 さ一丈、広さ八尺)を造る。…西面に戸を開く。主基院殿は上と相い対し、五

日の内に造り畢んぬ。……凡そ木工寮、大嘗院の以北に、廻立宮正殿一宇を造る (長 さ四丈、広

さ一丈六尺。棟は東西に当て、…蔀の東と南に戸を開く)。
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3 推定第一次朝堂院東朝集殿地区の調査

はじめに

第 171次

平城宮跡第171次 調査は推定第一次朝堂院地区の南東部において、東朝集殿の

存否と朝堂院前面地域の状況を明 らかにすることを目的に実施 した。

調査区の北では1982年 に第136次 調査 (『年報 1982』 )を 行い、第一次朝堂院

南面の区画施設を検出 した。また、調査区の南では1982年 か ら1983年 に第 146次

調査 (『年報 1983』 )。 第150次調査 (『年報 1984』 )を行 った。東朝集殿 の検

出を主目的としたが、東朝集殿は検出しえなかった。

以上の過去の成果をうけ、第171次調査は朝堂院南面に接 した主発掘区 (以 下、

西区)と 、南面区画の東延長部の調査区 (以 下、東区)と の 2調査区を設定 して

行 った。調査面積は西区が3430だ、東区が630ゴ である。

遺  構

調査区周辺の旧地形は、北か ら南に緩 く傾斜 し、また東に向かっても下降 して

いる。調査前には西区の東側に旧農業用水路があり、 これを境に東側が一段低 く

なっていた。西区はこの段差の東 と西で層序が異なっている。西では、バ ラスを

含む遺物包含層 (黄褐色粘土層)を 除去すると、宮造営時の地山である暗灰褐色

土層が現れ、この上面で奈良時代の遺構 と古墳時代の遺構を検出した。 これに対

して、段差の東側では包含層の下に灰褐色粘土層 と黄褐色粘土層の 2層 の整地上

が残 っており、下層の整地土上面で南北溝SD3715を 検出 した。 また、整地層の

下で古墳時代の遺構を検出した。

奈良時代の遺構

掘立柱塀 4条、掘立柱建物 5棟、溝 6条のほか土壊数基を検出した。 5期 に区

分 して記述する。

1期  第一次朝堂院地区の区画施設を建設する以前の奈良時代初頭の時期。西区
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では、素掘 りの南北溝 SD3765が ある。 この時期の第一次朝堂院地区東側の主要

な排水路である。幅約 1.6m、 深さ約0.6m。 木簡 4点 と平城宮軒瓦編年第 I期 の軒

平瓦 (6664型 式C種 )が出土 した。

東区では、掘立柱東西塀SA01が ある。柱掘形は隅丸方形で一辺約0.6～ 0。 8m、

柱抜き取り痕跡がある。柱間は約2.4m(8尺 )等間。 14間 分を検出 し、更に西へ

3間 分延びて第136次 調査区まで続 く。柱掘形が 2期 のSA02の 柱抜 き取 り穴に

切 られる。

不定形土墳 SK09は 、 SA01東端の南側にある。南北約3.6m、 東西約2.4m、 深

さ約0,7m。 土装の底には木片が堆積 しており、木簡211点 (う ち削屑203点 )と

瓦片、平城宮土器編年 Iの上器を出土 した。

2期  第一次朝堂院の区画施設建設か ら奈良時代中頃までの時期。西区で はSD

3765を埋め、約20m東に素掘りの南北溝SD3715を 掘る。

SD3715は 、第一次朝堂院地区と第二次朝堂院地区の間を流れる幹線排水路で

ある。幅約 3m、 深さ約0.6m。 調査区南部の東岸を、木杭を打って護岸 している。

護岸は南北約13m分 を確認 した。溝の埋土は上層 (灰 褐色粘土層 )、 中層 (バ ラ

ス混 り灰色粗砂層 )、 下層 (暗 灰色粘土と灰色砂上の互層)に わかれるが、出土

した土器は各層とも平城宮土器編年Ⅳか らVを 主体 とし、 Ⅲを少量含む。軒瓦に

ついても平城宮軒瓦編年第 I期 か ら第Ⅲ期の ものが各層に混在 して含まれている

ので、各層の遺物には大きな年代差がない。

従来の調査成果によれば、SD3715は霊亀年間に開基 され、 2回 の改修 を うけ

て平安時代初頭 まで存続す ることが判明 している (SD 3715 A・ BoC)。 本調

査区では、 SD3715Aは B・ Cに 侵食 されて痕跡を留めていないが、以下、過去

の調査成果に従い、SD3715を 3小期 に区分 して記述す る。 この 2期 にはSD 37

15Aが対応する。

掘込地業SX14は幅約2.2～ 3.lm、 長 さ約29.3mの長方形の掘 り込みである。

深さは約0.1～ 0.4mと 一定でな く、底は凹凸がある。灰褐色粘質上を厚 く積み、

その上に暗黄灰褐色砂質上を薄 く積んで埋めている。 SX14は 、第一次朝堂院東
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一堂、第二堂の東側柱筋を南へ延長 した線上にほぼ位置 している。一条 しか検出

されなかったので建物の基礎地業 と解釈するには困難があり、性格は明らかでな

い。平城宮土器編年 Ⅱか らⅢの上器を出上 し、奈良時代前半におさまる。

東区ではSA01が 撤去 され、掘立柱東西塀 SA 02が つ くられる。 SA 02は 一辺

約1.5～ 2.2m、 深 さ約0.9～ 1.lmの柱掘形をもち、柱抜 き取 り痕跡がある。柱間

は約2.7m(9尺 )等 間。 15間 分を検出し、東西とも調査区外へ延びる。SA02は

第一次朝堂院の南面を画す掘立柱東西塀 SA9201 Bと 一連の区画施設で、SA 92

01Bと 柱筋を揃え、柱掘形の規模と柱間も等 しい。

東西溝SD07は SA02の雨落溝である。幅約2.8mの 素掘 りで埋土は 3層 (以 下、

下層か らA・ BoCと す る)に わかれ、 2期 にはSD07 Aが あ る。 南肩 を SD 07

Bに 切 られるため溝幅は不明、深 さは約0.4～ 0.6mを はかる。東か ら西に流れS

D3715に 注ぐ。平城宮土器編年 Iか らⅢの上器を出上 した。

3期 第一次朝堂院地区の区画施設が築地塀に改作 された時期。奈良時代後半。

西区ではSD3715Bが ある。調査区の北端では東岸が調査区外に広が る。 SD

10325か らの流れ こみによって肩が東へ広がったためであろう。

南北溝SD13は幅約0.4m、 深 さ約0.2mの 素掘 りの溝。第150次 調査の成果によ

れば、築地塀 SA5550 Cの 南延長上 に築地塀 SAll150が つ くられ る。築 地本位

は後世の削平のため残っていなかったが、SD13は その西雨落溝にあたる。

東区では、東西溝 SD 07Bと SD 10の 2条 の雨落溝 が ある。 SD 07 Bは 、 SD

07Aを埋め、南に約1.2m扁 して掘 られた溝である。溝幅約2.5m、 深 さは約0.4～

0。 7mで ある。古墳時代の旧流路と重複 した部分に瓦積みの護岸施設SX08が ある。

丸瓦・ 平瓦等をやや粗雑に積み、その中に軒平瓦6663型式 C種 1点 を含む。 SD

07Bか らは平城宮土器編年 Vを 下限とする土器が出上 したので、 この溝は奈良時

代末頃まで存続する。

SD10は 幅約 0.3～ 0.4m、 深 さ約 0.2m。 平城宮土器編年Ⅳの土器が出土 した。

この 2条の雨落溝は、第一次朝堂院地区の区画施設の改作にともないSA02を

築地塀につくりかえたことを示す。
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この時期にSD07Bの北に、掘立柱建物が建つ。

掘立柱建物 SB05は 3間 分を検出 した。東西棟であろうか。柱間は約1.8m(6

尺)等間である。

掘立柱建物 SB06は、 2× 5間 の東西棟である。柱間は約2.7m(9尺 )等 間。

一辺約1.4～ 2.Omの 隅丸方形の柱穴 にはすべて柱根が残 る。柱の径 は約0.3～

0.4mあ り、一部に木の礎板を敷 く。 SB05の 南辺 とSB06の南側柱筋 とは一致 し、

両者は約3.Om(10尺 )を隔てて建つ。

掘立柱南北塀SA 10726は 2間 分を検 出 した。第 140次 調査で検 出 した ものの

南延長部にあたり、SD07Bよ り南へ延びない。                ヽ

南北溝SDllは幅約1.5m、 深さ約0.3mの素掘りの溝である。平城宮土器編年Ⅳか

らvの土器と平城宮軒瓦編年第Ⅲ期の軒丸瓦 (6225型 式A種・ C種 )が出上 した。

4期  奈良時代末頃。西区では掘立柱建物SB12が ある。 2× 2間 の南北棟で、

柱間は梁行が約2.7m(9尺 )、 桁行が約3.Om(10尺 )である。

東区ではSD 07 Bを 埋 め、SD 07Cを掘削す る。 SD 07 Cは 、 幅約 0.5m、 深 さ

約0.4mを はかる。東に細 く、浅 くなる。

掘立柱建物 SB04は SD 07Bの 埋土 を切 って建つ南北棟である。梁間 2間 、桁

行は 1間分を検出した。柱間は約1.5m(5尺 )等間である。柱抜き取 り穴か ら軒

丸瓦6225型式A種 と6291型式A種が出上 した。

5期  平安時代初頭。西区ではSD3715Bを埋め、SD3715Cを 掘る。

東区では掘立柱建物 SB03がつ くられる。 2× 3間 の南北棟である。柱間は約

1,8m(6尺 )等間。築地塀と重複するので、この時期には築地塀はすでになくなっ

ている。

古墳時代の遺構

竪穴住居 6棟、掘立柱建物21棟 、塀 1条、溝 5条、河川 1の ほか井戸と土壊を

検出した。

竪穴住居はいずれも隅丸方形の平面形である。周囲に溝をめ ぐらす ものと、 こ

れを欠 くものとがある。
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竪穴住居 SB19は周囲に溝 SD20を ともな う。東辺を欠 くが一辺約 5mの 隅丸方

形に復元できる。深 さ約0.3m。 床面で柱穴 3個 を確認 した。 SD20は SB 19か ら

約 2mを隔て、ほぼ平行にめ ぐる溝である。SB19の北 と西、南の一部 とで確認

したが、東にはめぐらない。幅約 0。 2m、 深さ約0.3m。

竪穴住居 SB15・ 16・ 28・ 29042は 周囲に溝がめ ぐらない。各住居 の規模 は、

SB 15が 2.2× 3.8m、 SB 16が一 辺約 3.5m、 SB 28が 4.2X4.6m、 SB 29が 一辺

4m、 そしてSB42が一辺3.6mで ある。

弧状の溝 SD 22・ 24・ 25は 、SD 20と 同 じく竪穴住居周囲の溝で あろ う。 SD

24イまSB 26イこ、 SD 25は SB 27イこと もな う。 SB 26・ 27は ともイこ 1 × 1間 で、 竪

穴住居の四本柱の可能性がある。

掘立柱建物では、SB48が 3× 4間 、 SB45が 3× 3間 で最 も大 きく、 SB 31・

37な どの 2× 3間 の建物が これに次 ぐ。 SB30と SB 41は 床束 を もつ。 SB 43と

SB46は小規模ながら棟持柱をもつことが特徴である。

河川SDl1000は 幅約 5～ 6m、 深 さ約1.5mの 河川跡。北か ら南へ蛇行 して流

れ る。 SDl1001は SD l1000の 埋没 後、 やや東 によ って流れ る河川跡 で あ る。

幅約 5m、 深 さ約0.8～ l mo SD■ 000・ 11001と も多量 の上器 と木器 を出土

した。

遺  物

奈良時代の遺物         ,

木簡、瓦簿類、土器、木製品などがある。

木簡 総数238点 出土 した。内訳 は西区のSD 3715か ら23点 、 SD3765か ら 4点、

東区のSK09か ら211点である。以下主な釈文を掲げる。

〔中臣ヵ〕
・□□酒人宿祢

日栢五拾貴

□□
匠１

　

　

２

　

　

３

散位寮□□
〔國乙訓ヵ〕
□□□□□郡石作郷□

コ    081型 式 (SD3765)

081型 式 (SD3715)

081型式
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4 上毛野朝臣廣人           091型 式   (SK09)

5 財受而               091型 式

4の「上毛野朝臣廣人」は『続 日本紀』にみえる人物名である。それによれば

和銅元 (708)年 に従五位下に昇進後、養老元 (717)年 に右小弁か ら大倭守 に

任ぜ られる。そして同 4(720)年 に按察使 として陸奥に赴 き、彼地で蝦夷の反

乱により殺害されている。

瓦埠類 軒丸瓦 (172点 )、 軒平瓦 (128点 )の ほか、鬼瓦、隅木蓋瓦、英斗瓦

が各 1点 と丸瓦・ 平瓦が出土 した。

軒瓦の時期別の内訳は、西区で平城宮軒瓦編年第 I期 の軒瓦が全体の約 5割 を

しめる。これに次 ぐのが第Ⅲ期の軒瓦で、約 3割 がこれにあたる。第 Ⅱ期の軒瓦

は約 1割程度にすぎない。東区では平城宮軒瓦編年第Ⅲ期の軒瓦が約半数を しめ、

軒丸瓦では第 Ⅱ期、軒平瓦では第 I期 がそれに続 く。

両区とも第Ⅲ期には、6225-6663の 組み合わせが多い。西区では第 I期 に6284-

6664(D・ F以 外)の組み合わせがある。

上器 主にSD3715と SD07か ら出土 した。

墨書土器は、 SD3715か ら「路」「上」「成」「供養」 と一字ない し一語 を記

したもの、東区のSB04の柱穴掘形か らは「五 日」「七 日」 と記 した須恵器椀が

出土 した。

古墳時代の遺物

土器、土製品、木器、鉄器 な どが あ る。 SD l1000と SD l1001か ら多量 に出

上 し、そのほか竪穴住居、溝、土竣、井戸か ら少量出上 した。

土器 。上製 品 SDl1000と SD l1001か らは多量 の上 師器 が 出上 した。布 留式

の古い段階か ら須恵器出現後の時期 にわたる。SD l1001か らは確実に須恵器 が

出土するが、その量はごく少ない。須恵器では、西区の土壊か ら出上 したものが

最も新 しく、 6世紀中頃の時期である。

埴輪は円筒埴輪と家形埴輪が河川跡か ら出上 した。整地層か らは須恵質の円筒

埴輪片が出上 した。
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木器 (第 16・ 17図 )SD l1000と SD l1001か ら多量 の木器 が 出上 した。 その

内訳は、建築部材 (柱・梯子など)、 武器、武具 (短 甲・楯・ 弓・ 刀剣装具 )、

厨房具 (竪 杵・ 槽 。四足盤・ 火鑽臼など)、 農工具 (鍬 。鋤・ 鉄斧柄など)、 祭

祀具 (刀 形)等である。

このうち(楯 は長さ lm、 左右を欠 くが現存部幅約15cmの細長い板である。厚

手の板を削 りこんで、表を甲張 り状 とし、裏を浅 くくばませる。表面には墨を二

列の帯状に塗 って黒め、上下端と中央は幅10～ 12cmの 帯状に塗 り残す。全面に刺

し縫いの跡が残る。裏面にはほぼ中央に約68 X llcmの 細長い把手をとりつけた痕

跡がある。この楯は古墳時代の木製楯と確認できる初例であるとともに、「持楯」

としても初例であり、いわゆる狩猟文鏡 (伝 群馬県高崎市出土)に 表現 された人

物のもつ楯との関連がうかがえる資料である。樹種はモ ミ。

まとめ

第171次調査の成果は以下の通 りである。

①第一次朝堂院東南部の区画に関す る新たな知見をえたこと。

②第一次朝堂院東朝集殿の存在を確証する遺構を検出 しなかったこと。

③古墳時代の集落の一画を明 らかにできたこと。

このうち、①は第一次朝堂院の区画に関するこれまでの理解を改めるべ き内容

を含む。そこで、周辺の調査成果を検討 しなが らこの点を詳 しく述べたい。

第一次朝堂院の東南部の区画施設に関 しては、 これまで奈良時代初頭に掘形だ

けで住の立 たないSA9201 Aと SA 8410が あ り、後 に東西幅を縮小 して南面の塀

SA 9201 Bと 東面 の塀 SA5550 Aが つ くられ る、 と理解 して きた。 SA 02は 、 S

A9201Bと SA 5550 Aが建設 され る時期 につ くられ る。 SA 02の 柱筋、柱間、柱

掘形規模 はSA9201 Bと 一致 し、 SA 02は SA 9201 Bと 一 連 の区画施設 とみて間

違いない。

第136次 調査 の成果 によれ ば、 SA 9201 Bは SA 5550 Aと の とりつ き部分 よ り

東へは延びない。 そ して、SA5550Aの 東、 SD 3715西 岸 までの柱穴については
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SA9201 Aの 柱穴であると解釈 していた。 SA 02は SD 3715の 東岸 まで検 出 した

ので、第 136次 調査の成果 と照合 した時、 SA 5550 Aと SD 3715の 間が開 いて い

たのか、塀によって閉 じていたのか、 という疑問が生まれる。 これを確認す るた

めにこの部分を再調査 した結果、 SA9201 Bに は柱抜 き取 り痕跡があること、 S

A9201Aの 柱穴 と考えていたSA 5550Aと SD 3715の 間 の柱穴 には柱抜 き取 り痕

跡があ り、 これ らはSA9201 Bの 柱穴 と解すべ きこと、そ して SA 9201 Aに 対応

す る柱穴 は確認で きないことを確認 した。従 って、 SA9201 Bは SA 5550 Aの 東

に延びてSA02と 連続する。SA02は さらに東へ延び、隣接す る第二次朝堂院南

面区画に連続することはほぼ確実である。

奈良時代後半に第一次朝堂院の区画施設は築地塀にかわる。 SA02は 、南北 に

2条 の雨落溝 (SD07B o SD 10)が あ り、同 じく築地塀へ改作 して いる。 SA

5550と SD 3715の 間で は、 8D3715の 迂 回溝 SD 10325 Aが 北 雨落 溝 を兼 ね て い

た。 それは、 SD 10325が 当初、南面築地の北雨落溝 SD 9171 Bと の合流地点で

直角に折れて東流 しSD3715に 注いでおり、上記の 2条 の北雨落溝 とも筋を揃え

ているか らで あ る。 なお、 SD 10325 Aは 後 に斜行溝 SD 10325 Bに つ け換 え ら

れる。築地塀 と重複する部分には、掘立柱東西塀 SA 10310を建て る。いゞ
れ に

しても区画施設が築地塀に改作された奈良時代後半にも、奈良時代前半と同 じく、

第一次朝堂院と第二次朝堂院の中間地区は南面築地塀 と一連の塀によって閉塞 さ

れていた。

以上のように、奈良時代の前半・ 後半 とも、第一次朝堂院の南面の塀は東面
の

塀をこえて東に延び、第二次朝堂院との中間地区を閉塞 していたことが明 らか
に

なった。このように、今回の調査では、第一次朝堂院の区画施設に関する新たな

知見を得ることができた。 この成果はさらに第一次朝堂院 と第二次朝堂院と
の関

係や第二次朝堂院の成立過程に重要な意味をもつが、今後の第二次朝堂院地区
の

調査成果をまって検討することが必要である。
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4 大膳職地区東南の調査 第170次

本調査区は、通称一条通 りの北、歌姫街道の西にはさまれる三角地で、当地区

の国有化に伴ない発掘調査を行なった。発掘区内には昭和期のものとして、水道

管・ 下水管・ 水田に伴なう杭がある。

奈良時代 の遺構 は南北溝 SD 3715、 斜行溝 SD 12341、 掘立柱塀 SA 3777・ 82

38、 FttSB 12342で ある。SD 3715は 幅 3m、 深 さ1.3mの 宮内基幹排水路である。

SD3715は 発掘 区北端で、築地 SA 8100の 北側 を東西 に流 れ るSD 0573と 合流す

るため、西肩が広がる。 SD3715は 上層・ 下層か らなり、上層の暗灰色粘土泥土

層上面には鎌倉時代の土器を含み、奈良時代以降長期にわたり溝が淀んでいたこ

とを示す。下層は礫混砂層で、発掘区南半では砂層の下に暗灰色粘質土の堆積が

ある。下層には瓦・ 土器を多量に含むが、木片は少ない。

SA8238は 第87次調査 (『平城報告�』)で検出 している南北塀で、奈良時代

後半のものである。今回検出の 1間 分の柱列は、SA8238の 延長上 にあ リー連の

ものであろう。第87次調査検出の柱間は約 9尺等間であるのに対 し、今回検 出

の柱掘形一対の住間は 4m(13.3尺 )と 広 く、大膳職 の東南を画す る築地 SA

0350・ SA8100に 取 り付 く門SB 12342と 思 われ る。柱掘形 の一辺 は 1.3m、 深

さ0.7mで柱抜取穴があり、その上面に根石がある。門SB

12342は 後に礎石に建て替えられたのであろう。

SA3777は 推定第一次内裏の東辺を区画する掘立柱塀で、

奈良時代前半のものである。柱間

は4,6m(約 15.5尺 )で ある。今

SD3715

古

ニ

ユ

第18図  大膳職地区東南発掘遺構図
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回検出の柱掘形は、第87次調査で検出したSA3777の 北 4間 目に当たり、第11次

調査 (『平城報告Ⅳ』・ 『同Xl』 )で検出したSA3777の 南 3間 目に当たる。

今回の発掘の成果 は門SB 12342を 検 出 したことで あ り、南北塀 SA 8238が 大

膳職の築地に取り付 くことが明らかとなった。したがって奈良時代後半において、

大膳職の築地の南 と推定第一次内裏の築地の北との間の通路 は、 SA8238を 東端

として南へ直角に折れ曲がるのである。
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第19図 大膳職地区東南調査位置図 (1:400)
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5 大膳職地区北方の調査 第 164-13次

第20図 大膳職地区北方調査位置図

住宅新築に伴なう事前調査である。調査地

は大膳職地区の北方に当たり、同 じ敷地の南

半部については、既に昭和36年 に発掘調査を

行なっている (『 平城報告Ⅳ』 )。 従前の調

査では 2本の南北 トレンチを設け発掘 したが

遺構をまったく検出していないことを考慮 し

今回はできるだけ敷地の北方に東西 14m、 南

北 3mの トレンチを設けた。

層序は、上から客土・ 旧宅地の整地上 。中

世の遺物を含むバラス混 り茶褐色粘質上の順

で地山 (バ ラス混り黄灰色粘土)に いたる。

遺構は地山面で、南北方向の築地基壇 SA

12318と その西側雨落溝 S D 12319を 検 出 し

た。S A 12318の基壇上面幅は約2.5mで ある。

遺物は少な く、少量の上器片 と軒瓦片 4点

(6278B、 6284、 6641C、 6663C)が 出上 した。 ( 1  : 2000)

|

第21図 大膳職地区北方発掘遺構図
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6 馬寮地区北方の調査 第 164-21次

ガレージ改築のための事前調査である。まず、地表下0.6～ 0.8mで泥土層があ

る。深さは0,3～ 1.Omで 、北側が深い。これは近代の遺物を含む東西方向の大溝

である。近代の大溝の下で、幅4.Om、 深 さ0。 7mの 奈良時代の東西溝SD 12340を

検出した。溝の堆積土は、下か ら上へ灰色砂質土 (1)・ 灰色砂質土 と粘質上の互層

(21e白 色砂質±0・ 暗灰色砂質土 (4)に 細分できる。 (1)。 (21を 下層、 13)・ 14)を 上層

として、下層から 1の木簡、上層か ら 2・ 3の木簡が出上 した。

1.・ 讃岐国多度郡藤原郷伊□首智万庸米六斗

木簡からみれば、奈良時代を通 して存在 した溝のようである。 しか し、下層・

上層から出上 した多量の上器のなかには、平城宮土器編年 Ⅱ・ Ⅲに遡 りうるも

のはなく、平城宮土器編年 Vの 上器が主体を占めている。また溝出上の軒瓦 も、

6307B。 6732C・ 6727Bと 奈良時代後半 の もので あ る。 したが って、 このSD

12340が木簡の示す神亀年間まで遡りうるかは、今後の調査に待たねばならない。

なお、SD 12340の 南半およびその南では厚さ15cmの 灰色砂質±0が堆積 してお

・ 神亀三年九月

2. □□田主三四

二斗宝亀四年

3.・ 若狭国□ E三

・天平□宝□□□

り、溝の氾濫による堆積上であろう。

今回の発掘成果 は SD 12340を 検 出 し

た ことであ る。 SD 12340の 西延長 線 に

は伊福部門の存在が推定できるので、 S

D12340は 伊福部門か ら延び る宮 内東西

道路北側溝の可能性がある。道路の確認

は今後の調査に待ちたいが、南方馬寮地

域 とその北方の官行地域 とを区画する東

西溝であることは疑いないであろう。

一

第22図 馬寮地区北方発掘遺構図
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7 北面大垣の調査 第 164-1次

市道拡幅に伴なう事前調査である。御前池については南岸の調査 (156-31次

『昭和59年概報』)で現御前池の中心部に向って下がる地山面を検出 している。

今回の調査は御前池の性格、および池中央部に想定 される平城宮北面大垣の有

無を確認することをおもな目的として、池底の東岸沿いに 4ケ 所の調査区を設定

した。層位は 4ケ所とも基本的には同一で、厚 さ 5～ 20cmの現池底の堆積上を除

くと、地山 (砂 と粘上がある)と なる。遺構は地山上面で検出 したが、第 I・ 第

Ⅳ調査区には顕著な遺構はなく、現池底をなす地山面を確認 したのみである。

第Ⅱ調査区 北面大垣推定地にあたる。調査の結果、大垣の築上 自体は残 ってい

なかったが、大垣推定線上にある東西塀 1条 と、その北側で東西溝 2条を検出 し

た。 SA2330は 掘立柱の東西塀であり、 3間 分検出した。柱間寸法 は約 3m(10

尺 )、 柱掘形 は一辺1.6～ 1.8mと 大形であり、深 さは0.6～ 1.3m分 が残存 してい

た。この東延長上に位置する柱穴を、第23次調査 (『平城報告Ⅸ』)で検出 して

おり、その時の知見 と総合 し、今回の掘立柱塀は北面大垣の前身をなす東西塀

(SA 2330)と 考え られる。SD01は 東西塀の北2.7mに ある素掘 りの東西溝であ

る。残りの良い調査区東壁部で幅4.5m、 深さ0.9mで ある。この清は東西塀の柱掘

形と重複 しており、東西塀より新 しく、さらに堆積土中の軒瓦か ら平安時代末期

に属することが判明 した。SD 02は SD 01の さらに北 にある素掘 りの東西溝であ

る。溝肩には出入 りがあり、幅員は一定 しないが、全体噛には8D01と 同様 に西

へいくほど削平され浅 くなる。調査区東壁での幅2.lm、 深さ1.2mに対 し、西壁で

は幅 0。 8m、 深さ0.6mで ある。溝の年代を確定 しうる遺物は出土 しなかったが、東

西塀の北8.2mに 位置 し、また検出面のレベルか ら考えて、本来はさらに大きな溝

であったと考えられることか ら、北面大垣の北堀である可能性が大きい。

第Ⅲ調査区 東西大溝 1条がある。 SD03は 地山上面 (黄 白色粘土)で検 出 した

素掘 りの溝で、幅3.7m、 深さ0.5mである。溝底中央部はさらに一段深 くなり、細

溝となる。細溝は幅0.5m、 深さ0.2mあ り、大溝より古い。大溝の堆積は砂 と粘土
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の互層であり、砂層からは平城宮軒瓦編年第 I期 の軒瓦が数点出上 した。粘土層

は地山と良 く似た黄灰色粘質土 と有機質を含む黒色粘質土があり、有機質層か ら

木簡が22点 出土 した。木簡には「養老三年間七月」の年紀のあるものが含まれる

が、他はいずれも断簡や肖1屑 である。木簡と軒瓦の年代か ら大溝の残存部が奈良

時代前半に埋没 していたことになる。大溝は北面大垣の北約41mである。

まとめ 第 Ⅱ調査区で検 出 した東西塀 (SA 2330)は 第 23次調査地か ら西へ約

250m離れている。 この 2地点での確認によって、北面大垣に先行する掘立柱塀が

平城宮北面全体に及んでいた可能性がより高まった。第Ⅲ調査区の東西大溝 (SD

03)は今回はじめて確認 した遺構である。溝の年代・ 規模から、平城宮・ 京に伴な

う施設であることはまちがいない。平城宮の北に広がる地域の性格については、北

面大垣の北約240m以北の一帯を「松林宮」 と推定 し、さらに、「松林宮Jと 北面

/1

/  第 I,捌
/   /

「

率己

獅
｀
、

社

大垣 との中間地帯を大蔵省にあてる考え方 も

近年出されている。また、一条北大路につい

ては北面大垣沿いに幅56mの 遺存地割が部分

的に残ることが指摘 されていた。 こうしたこ

とか らSD 03を 一条北大路の北側溝、あるい

はその規模か ら推定大蔵省の南堀 として舟運

の機能を担 っていたと考えることもできる。

いずれに して も御前池中央部に北面大垣があ

り、その北側に一条北大路が通 っていたとす

ると、奈良時代には御前池は現状のような大

規模な池ではあり得ない。御前池はいまだ築

かれていなかったか、存在 したとして も谷筋

中央部の小規模な池、あるいは南の佐紀池に

水を導 く水路状の施設であったのではないか。

≒ ~… ‐
性 ¨ け_…_―――型

'm 
今後の平城宮北辺地域における調査によって、

これ らの問題が明 らかにされ ることを望む。

一- 60 -―

第23図 北面大垣発掘位置図



8 平城宮北方遺跡の調査 第 164-31次

住宅改築に伴なう事前調査である。調査地は御前池の東北方、宮北辺大垣か ら

約80m北方に位置 し、平城宮と松林宮の中間を占める大蔵推定地の西端部にあた

る。御前池の北端部から東方に一直線にのびる段差 (比 高差 2m余 )の北側台地

上 (東 西約 100m、 南北約40m)に 立地する。40年程前までは水田、その後 クヌギ

林になり、現在宅地化が進められている。遺構面は浅 く、表土層下に薄い遺物包

含層があり、その下の黄褐色地山面で遺構を検出 した。表土面下約25cmで ある。

奈良時代の遺構は発掘 トレンチ西端に南北 2間 分の掘立柱列 (柱 間 8尺 )と 、

その東に平行する南北溝 (幅 60cm、 深さ15cm)で ある。掘立柱列と東側の南北溝

との心々距離は1.2m(4尺 )であることから、掘立柱列は南北棟建物の東側柱、

南北溝はその東側溝と推定される。出土遺物は斜行溝や土壊内埋土か ら中 。近世

の上器片、包含層から奈良時代の上器片が出土 した。

南北溝の残存状況や掘立柱掘形の深さ (約 70cm)か ら、現状遺構面は奈良時代

の生活面に近いものと推定 される。発掘 トレンチ東南拡張区では地山面が南に傾

斜 して、盛土整地地形

が認められる。また当

発掘区は台地のほぼ中

央に位置しているとこ

ろから、台地全体は北

半切土、南半盛土によ

る、奈良時代の造成に

かかるものと思われ台

地全面にわたる遺構の

拡がりが予想 される。

第24図 平城宮北方遺跡発掘遺構図
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